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●広告募集
   多度津町では、新しい財源確保と地域の活性化のため、
 広報に掲載する広告を募集しています。
 【問合せ】多度津町 町長公室   ☎33-1115

◎お問い合わせ：町立明徳会図書館  ☎32－3246◎お問い合わせ：町立明徳会図書館  ☎32－3246

町の人口
（9月１日現在 常住人口）

人　口
男
女
世帯数

（＋04）
（＋07）
（－03）
（＋09）

23 ,060 人
人
人
世帯

11 ,409
11 , 651
9 , 341

（関連記事・・・・・７Ｐ）

●『南鴨念仏踊』
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◇ 本のリサイクル市 無料！◇

■『私のお奨め』 ～リレー寄稿 第18回～

桑田 勝司（日の出町）

森村 誠一・著

　健康に生きるとは、一度限り
の人生を積極的に生きるか、そ
れなりに生きるかのどちらかを
選ぶことである。人生二毛作、
定年までは定年後の生活の練習
期間、定年後が本番である。然
しながら心身共に「老い」を意
識せずにはいられない。だから
こそ定年後は「健康に生きる」
と云う覚悟が必要である。と、
著者は語る。

　若者が大志を抱くのは当たり前である。しかし、
経験豊かなシニアは自分の可能性を追い求めよう。
Old man, Be Ambitious　シニアよ、「新しき道を進
め」夢を見るだけでなく、実際に動いてみる事が大
切です。長い会社生活から解放された今、自分にで
きる事を、できる範囲で、できる時に、自発的にや
ってこそ自分なりの花が咲くと思う。しかし、人生
後半は多くの人達に支えられている人生である事も
忘れてはならない。
　著者が語る『今が一番若い』と云う気持ちで毎日
を過ごす事が最も大切であると思う。一読をお薦め
します。

　★おはなし会『ひまわり』
　　１０月１１日（土）　１４時～１４時３０分
　★おはなし会『ライブラリーこぐま』
　　１０月１５日（水）　１４時３０分～１５時

■10月の行事

　１０月１７日（金）～２７日（月）は、
　図書の整理のため、休館します。　
　☆ お手伝いいただけるボランティアさん大募集！☆

　お気軽に図書館カウンターまでお申し出ください♪

【日 時】１１月２日（日）　１３時～
【場 所】多度津小学校体育館・北側廊下
「第57回多度津町芸術展」の協賛事業として開催します。
　皆さまのご来場をお待ちしています♪

■臨時休館のお知らせ

　◎新着図書・寄贈本　・・・・・・・・　２０１冊
　◎入館者数　・・・・・・・・・・　５，０１７人
　◎貸出図書数　・・・・・・・・・　８，６９４冊
　◎新規図書利用カード作成者数・・・・・　５３人

■８月の図書館利用状況

■『第68回 読書週間』

■『本もったいない市』のご案内

事務所・工場  ̶ 多度津町西浜３-７　☎３２̶３３４８
常 設 展 示 場 ̶ 本通３-１-１０（桃陵トンネル南口）

乳腺外科・甲状腺外科乳腺外科・甲状腺外科

』『健康に生きる覚悟
　「読書週間」は、読書の楽しさを訴えることで、すべての世
代の人たちに本に親しむ “ きっかけ ” を！という運動です。
まず、本を手にとって、めくってみて♪
ワクワクした気持ちを 大切に！ 『秋』一冊の本を！！
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【対象者】①１歳～３歳の誕生日の前日までの方：３月以上の間隔をあけて２回接種
　　　　　②３歳～５歳の誕生日の前日までの方：１回接種
　　　　　　※②の方は、平成27年３月31日までは接種できますが、５歳になると予診票は使用できません。
対象となるお子さんには予診票を送付しています。
※今までに水痘にかかった方は対象となりません。既に自費で接種されている方は、残りの回数分が定期接種と
　なります。

【実施期間】平成26年10月１日～平成27年３月31日（休診日は除く）
【自己負担金】２,０００円
　※生活保護法による被保護世帯・町民税非課税世帯の方は、事前に手続きを行えば自己負担金が免除になります。
【実施医療機関】広域予防接種実施医療機関（詳細については個別通知をご覧ください。）
　※①の方で、この期間以降に接種する場合は、全額自己負担（任意接種）となります。
　※案内通知が届いても、過去に肺炎球菌予防接種を受けたことのある方は対象となりません。

予防接種のお知らせ予防接種のお知らせ 【問合せ】多度津町保健センター
  　   　　☎３２-８５００

②60歳～64歳の方で、心臓、腎臓、
　呼吸器の障がい、またはヒト免疫不
　全ウイルスによる障がいで、日常生
　活において全てに介護が必要な方、
　および心臓、腎臓、呼吸器の障がい
　で身体障害者手帳１・２級を有する
　方
※該当される方は、保健センターまで
　お問合わせください。

◇平成27年度から平成30年度まで、
　該当年齢の対象者には、順次ご案内 
　します。

平成２６年１０月１日より、水痘ワクチンと高齢者肺炎球菌ワクチンが定期接種になります。
●水痘（水ぼうそう）予防接種

【対象者】①65歳以上の方
　　　　　②60歳～64歳の方で、心臓、腎臓、呼吸器の障がい、またはヒト免疫不全ウイルスによる障がい
　　　　　　で、日常生活において全てに介護が必要な方、および心臓、腎臓、呼吸器の障がいで身体障害者手
　　　　　　帳１・２級を有する方
【実施医療機関】秋山医院、氏家内科医院、ウツミ整形外科医院、加藤病院、加藤整形外科クリニック、河内病
　　　　　　　　院、くるみクリニック、しおかぜ病院、嶋田耳鼻咽喉科、桃陵クリニック、中野小児科医院、
　　　　　　　　三宅医院、三宅病院、山本医院、やすらぎの森、高見・佐柳診療所
【実施期間】平成26年10月１日～平成27年３月31日（休診日は除く）
【自己負担金】1,000円
　※生活保護法による被保護世帯・町民税非課税世帯の方は、事前に手続きを行えば自己負担金が免除になります。
【持ち物】健康保険証または後期高齢者医療被保険者証・身体障害者手帳（１・２級該当者のみ）
【予診票】町内で接種される場合は、町内医療機関に置いています。町外での接種を希望する場合は、予診票を
　　　　　発行しますので、事前に保健センター（☎３２－８５００）までご連絡ください。

●高齢者インフルエンザ予防接種

インフルエンザで死亡する高齢者の多くは肺炎を合併しています。
今年度対象となる下記の年齢の方には、予診票を送付していますので、詳細は個別通知をご覧ください。

●高齢者肺炎球菌予防接種

【平成26年度の対象者】
①平成26年度に下記の年齢となる方

※101歳以上の方は平成26年度のみ接種対象となります

年　齢
65歳
70歳
75歳
80歳
85歳
90歳
95歳
100歳
101歳以上

生　年　月　日
昭和24年４月２日～昭和25年４月１日生まれ
昭和19年４月２日～昭和20年４月１日生まれ
昭和14年４月２日～昭和15年４月１日生まれ
昭和09年４月２日～昭和10年４月１日生まれ
昭和04年４月２日～昭和05年４月１日生まれ
大正13年４月２日～大正14年４月１日生まれ
大正08年４月２日～大正09年４月１日生まれ
大正03年４月２日～大正04年４月１日生まれ
大正03年４月１日以前生まれ

◇ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ◇◇ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ◇　 高齢者肺炎球菌ワクチン予防接種費用の一部助成について 　
　多度津町では、７５歳以上の方を対象に肺炎球菌ワクチン予防接種の一部助成を行っていますが、高齢者肺炎球
菌ワクチン予防接種が定期予防接種となることから、この助成事業は平成２７年３月３１日をもって終了となります。
それまでに助成の申請をされる方は、事前に保健センターまでご連絡ください。
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平成26年度  たどつ子ども議会平成26年度  たどつ子ども議会

伊原　和希議員
（豊原小６年）

長期的に人が訪れるよう
“多度津ならでは”の商品
を作ることが先決。実現で
きるよう、様々な機会で町
をＰＲする。

特色ある道の駅
の設置について

濱田　千春議員
（豊原小６年）

まず各学校の児童会など
で、実施に向けての企画・
協議を進めてほしい。その
後、町が協力できることを
検討したい。

子ども祭りの
開催について

塩田　遥香議員
（多度津小６年）

せせらぎ水路をはじめ、八
幡の森ほたるの里、親水公
園が町のシンボルとなるよ
う整備し、自然環境の保全
に取り組む。

せせらぎ水路の
活用について

植松　大地議員
（多度津小６年）

清掃ボランティアへ支援を
したり、漁業組合などにご
みを回収してもらってい
る。町と地域が一体となり
取り組んでいく。

海のごみ問題
について

髙嶋　貫太議員
（白方小６年）

議員提案の風力発電用の風
車や網戸、洋式トイレの設
置なども検討しつつ、平成
28年度での工事着工計画
を進める。

白方小学校の校舎の
新設にあたって

坂本夢羽弥議員
（白方小６年）

県と連携し捕獲している
が、全て捕まえることは難
しい。農地や空き家を管理
し、野犬が住みにくい環境
づくりに努める。

地域に野犬が増えて
いることについて

小國　莉子議員
（四箇小６年）

毎年本の選定を行い、増冊
に努めている。町ＨＰの図
書検索機能や学校への貸出
事業で、本により親しめる
よう努める。

明徳会図書館
について

吉村　あゆ議員
（四箇小６年）

整備に伴う有料化を考える
と、現状の維持管理が最善
と考える。駅周辺の活性化
と併せて、駐輪場の整備も
検討していく。

JR多度津駅駐輪場
の設備について

松岡　彩絵議員
（多度津中２年）

水路に蓋をする、路肩にラ
インを引く、街灯設置を検
討するなど、道路管理を進
め、通学路の安全性につい
て再点検する。

より安全に登下校
するために

山内　直紘議員
（多度津中２年）

町の魅力をＰＲする活動を
推進し、情報発信を積極的
に行っていく。町民の方と
一緒にブランド力を高めて
いきたい。

多度津の歴史
について

泉　幸知議員
（多度津中１年）

高齢者が安心して暮らせる
よう、「医療情報キット」
の導入も他自治体を参考に
し、また多くの人にＡＥＤ
講習会を利用してほしい。

「みんなの幸せ」
「みんなの笑顔」を

木下　舞斗議員
（多度津中１年）

県や近隣市町との連携を積
極的に進めている。日頃の
備えや自助・共助の精神が
大切。皆さんにも協力をお
願いしたい。

消防・救急・防災
体制について

「初めての子ども議会で緊張しましたが、スムーズに進行す
ることができ、議事の流れも勉強になりました。県内の
方々に多度津町をより知ってもらえるよう発展してもらい
たいです。私も自分の町に誇りを持って行動していきま
す。」と感想を述べました。

子ども議会の議事・進行を終えて･･･

山内麻菜美議長
（多度津中２年）

中山雅太郎議員
（多度津中３年）

多度津高校が持つ高度な専
門知識と技術を活用し、次
世代の多度津の基礎となる
よう、産学官で連携して町
の魅力を高めていく。

魅力ある
町づくり

江本　成輝議員
（多度津中３年）

昨年度から多度津高校と協
力し、現在は葛原の中池に
て本格的な実験を行ってい
る。今後も継続して取り組
みを続ける。

水質浄化事業
の進捗状況は
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【対象者】①１歳～３歳の誕生日の前日までの方：３月以上の間隔をあけて２回接種
　　　　　②３歳～５歳の誕生日の前日までの方：１回接種
　　　　　　※②の方は、平成27年３月31日までは接種できますが、５歳になると予診票は使用できません。
対象となるお子さんには予診票を送付しています。
※今までに水痘にかかった方は対象となりません。既に自費で接種されている方は、残りの回数分が定期接種と
　なります。

【実施期間】平成26年10月１日～平成27年３月31日（休診日は除く）
【自己負担金】２,０００円
　※生活保護法による被保護世帯・町民税非課税世帯の方は、事前に手続きを行えば自己負担金が免除になります。
【実施医療機関】広域予防接種実施医療機関（詳細については個別通知をご覧ください。）
　※①の方で、この期間以降に接種する場合は、全額自己負担（任意接種）となります。
　※案内通知が届いても、過去に肺炎球菌予防接種を受けたことのある方は対象となりません。

予防接種のお知らせ予防接種のお知らせ 【問合せ】多度津町保健センター
  　   　　☎３２-８５００

②60歳～64歳の方で、心臓、腎臓、
　呼吸器の障がい、またはヒト免疫不
　全ウイルスによる障がいで、日常生
　活において全てに介護が必要な方、
　および心臓、腎臓、呼吸器の障がい
　で身体障害者手帳１・２級を有する
　方
※該当される方は、保健センターまで
　お問合わせください。

◇平成27年度から平成30年度まで、
　該当年齢の対象者には、順次ご案内 
　します。

平成２６年１０月１日より、水痘ワクチンと高齢者肺炎球菌ワクチンが定期接種になります。
●水痘（水ぼうそう）予防接種

【対象者】①65歳以上の方
　　　　　②60歳～64歳の方で、心臓、腎臓、呼吸器の障がい、またはヒト免疫不全ウイルスによる障がい
　　　　　　で、日常生活において全てに介護が必要な方、および心臓、腎臓、呼吸器の障がいで身体障害者手
　　　　　　帳１・２級を有する方
【実施医療機関】秋山医院、氏家内科医院、ウツミ整形外科医院、加藤病院、加藤整形外科クリニック、河内病
　　　　　　　　院、くるみクリニック、しおかぜ病院、嶋田耳鼻咽喉科、桃陵クリニック、中野小児科医院、
　　　　　　　　三宅医院、三宅病院、山本医院、やすらぎの森、高見・佐柳診療所
【実施期間】平成26年10月１日～平成27年３月31日（休診日は除く）
【自己負担金】1,000円
　※生活保護法による被保護世帯・町民税非課税世帯の方は、事前に手続きを行えば自己負担金が免除になります。
【持ち物】健康保険証または後期高齢者医療被保険者証・身体障害者手帳（１・２級該当者のみ）
【予診票】町内で接種される場合は、町内医療機関に置いています。町外での接種を希望する場合は、予診票を
　　　　　発行しますので、事前に保健センター（☎３２－８５００）までご連絡ください。

●高齢者インフルエンザ予防接種

インフルエンザで死亡する高齢者の多くは肺炎を合併しています。
今年度対象となる下記の年齢の方には、予診票を送付していますので、詳細は個別通知をご覧ください。

●高齢者肺炎球菌予防接種

【平成26年度の対象者】
①平成26年度に下記の年齢となる方

※101歳以上の方は平成26年度のみ接種対象となります

年　齢
65歳
70歳
75歳
80歳
85歳
90歳
95歳
100歳
101歳以上

生　年　月　日
昭和24年４月２日～昭和25年４月１日生まれ
昭和19年４月２日～昭和20年４月１日生まれ
昭和14年４月２日～昭和15年４月１日生まれ
昭和09年４月２日～昭和10年４月１日生まれ
昭和04年４月２日～昭和05年４月１日生まれ
大正13年４月２日～大正14年４月１日生まれ
大正08年４月２日～大正09年４月１日生まれ
大正03年４月２日～大正04年４月１日生まれ
大正03年４月１日以前生まれ

◇ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ◇◇ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ◇　 高齢者肺炎球菌ワクチン予防接種費用の一部助成について 　
　多度津町では、７５歳以上の方を対象に肺炎球菌ワクチン予防接種の一部助成を行っていますが、高齢者肺炎球
菌ワクチン予防接種が定期予防接種となることから、この助成事業は平成２７年３月３１日をもって終了となります。
それまでに助成の申請をされる方は、事前に保健センターまでご連絡ください。

　
町
の
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち

が
一
日
議
員
と
な
り
、
町
に
対
し

て
夢
や
希
望
を
話
し
て
も
ら
う

「
た
ど
つ
子
ど
も
議
会
」
が
、
８

月
27
日
町
役
場
本
会
議
場
に
て
行

わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
子
ど
も

た
ち
が
町
の
仕
事
や
議
会
の
仕
組

み
を
学
び
、
行
政
や
政
治
に
関
心

を
持
っ
て
、
ま
ち
づ
く
り
に
参
加

す
る
意
欲
を
高
め
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

　
町
内
各
小
・
中
学
校
か
ら
選
出

さ
れ
た
15
名
の
子
ど
も
議
員
の
皆

さ
ん
は
、
凛
々
し
く
登
壇
。
日
常

生
活
や
学
校
生
活
の
中
で
感
じ
た

町
へ
の
意
見
・
提
案
を
、
町
執
行

部
へ
投
げ
か
け
ま
し
た
。

平成26年度  たどつ子ども議会平成26年度  たどつ子ども議会

伊原　和希議員
（豊原小６年）

長期的に人が訪れるよう
“多度津ならでは”の商品
を作ることが先決。実現で
きるよう、様々な機会で町
をＰＲする。

特色ある道の駅
の設置について

濱田　千春議員
（豊原小６年）

まず各学校の児童会など
で、実施に向けての企画・
協議を進めてほしい。その
後、町が協力できることを
検討したい。

子ども祭りの
開催について

塩田　遥香議員
（多度津小６年）

せせらぎ水路をはじめ、八
幡の森ほたるの里、親水公
園が町のシンボルとなるよ
う整備し、自然環境の保全
に取り組む。

せせらぎ水路の
活用について

植松　大地議員
（多度津小６年）

清掃ボランティアへ支援を
したり、漁業組合などにご
みを回収してもらってい
る。町と地域が一体となり
取り組んでいく。

海のごみ問題
について

髙嶋　貫太議員
（白方小６年）

議員提案の風力発電用の風
車や網戸、洋式トイレの設
置なども検討しつつ、平成
28年度での工事着工計画
を進める。

白方小学校の校舎の
新設にあたって

坂本夢羽弥議員
（白方小６年）

県と連携し捕獲している
が、全て捕まえることは難
しい。農地や空き家を管理
し、野犬が住みにくい環境
づくりに努める。

地域に野犬が増えて
いることについて

小國　莉子議員
（四箇小６年）

毎年本の選定を行い、増冊
に努めている。町ＨＰの図
書検索機能や学校への貸出
事業で、本により親しめる
よう努める。

明徳会図書館
について

吉村　あゆ議員
（四箇小６年）

整備に伴う有料化を考える
と、現状の維持管理が最善
と考える。駅周辺の活性化
と併せて、駐輪場の整備も
検討していく。

JR多度津駅駐輪場
の設備について

松岡　彩絵議員
（多度津中２年）

水路に蓋をする、路肩にラ
インを引く、街灯設置を検
討するなど、道路管理を進
め、通学路の安全性につい
て再点検する。

より安全に登下校
するために

山内　直紘議員
（多度津中２年）

町の魅力をＰＲする活動を
推進し、情報発信を積極的
に行っていく。町民の方と
一緒にブランド力を高めて
いきたい。

多度津の歴史
について

泉　幸知議員
（多度津中１年）

高齢者が安心して暮らせる
よう、「医療情報キット」
の導入も他自治体を参考に
し、また多くの人にＡＥＤ
講習会を利用してほしい。

「みんなの幸せ」
「みんなの笑顔」を

木下　舞斗議員
（多度津中１年）

県や近隣市町との連携を積
極的に進めている。日頃の
備えや自助・共助の精神が
大切。皆さんにも協力をお
願いしたい。

消防・救急・防災
体制について

「初めての子ども議会で緊張しましたが、スムーズに進行す
ることができ、議事の流れも勉強になりました。県内の
方々に多度津町をより知ってもらえるよう発展してもらい
たいです。私も自分の町に誇りを持って行動していきま
す。」と感想を述べました。

子ども議会の議事・進行を終えて･･･

山内麻菜美議長
（多度津中２年）

中山雅太郎議員
（多度津中３年）

多度津高校が持つ高度な専
門知識と技術を活用し、次
世代の多度津の基礎となる
よう、産学官で連携して町
の魅力を高めていく。

魅力ある
町づくり

江本　成輝議員
（多度津中３年）

昨年度から多度津高校と協
力し、現在は葛原の中池に
て本格的な実験を行ってい
る。今後も継続して取り組
みを続ける。

水質浄化事業
の進捗状況は
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文化教養文化教養文化教養・スポーツ文化教養・スポーツ
■
桃
陵
大
学
10
月
行
事

【
中
央
講
座
】

①
日
時
＝
17
日
（金）
／
10
時

　
行
事
＝
講
演
『
90
年
前
の
仲
多

　
　
　
　
度
・
多
度
津
』

　
　
　
　
香
川
近
代
史
研
究
会

宮
本
義
行
　
氏

　
場
所
＝
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
４
階

【
多
度
津
地
区
】

①
日
時
＝
22
日
（水）
／
９
時
30
分

　
行
事
＝
ク
リ
ー
ン
作
戦

　
場
所
＝
中
央
公
民
館
外
庭
他

【
四
箇
地
区
】

①
日
時
＝
２
日
・
３
日

　
行
事
＝
小
学
生
と
世
代
交
流

（
う
ど
ん
作
り
）

　
場
所
＝
四
箇
小
学
校

【
白
方
地
区
】

①
日
時
＝
20
日
（月）

　
行
事
＝
臨
地
研
修

　
場
所
＝
大
三
島
・
今
治
方
面

②
日
時
＝
23
日
（木）
／
９
時
30
分

　
行
事
＝
幼
稚
園
と
世
代
交
流

（
収
穫
祭
）

　
場
所
＝
白
方
幼
稚
園

■
老
人
ク
ラ
ブ
10
月
行
事

【
連
合
会
】

①
日
時
＝
23
日
（木）
／
９
時

　
行
事
＝
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク

２
０
１
４
in
多
度
津

　
場
所
＝
町
民
体
育
館

【
四
箇
地
区
】

①
日
時
＝
11
日
（土）
／
９
時

　
行
事
＝
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

　
場
所
＝
四
箇
小
学
校
運
動
場

■
町
立
資
料
館『
秋
季
企
画
展
』

●
多
度
津
の
引
札
い
ろ
い
ろ

　
〜
明
治
・
大
正
時
代
の

広
告
か
ら
み
え
る
多
度
津
〜

　
引
札
と
は
、
江
戸
か
ら
大
正
時

代
に
か
け
て
、
商
店
や
問
屋
な
ど

で
作
ら
れ
た
広
告
チ
ラ
シ
の
こ
と

で
す
。
鮮
や
か
な
色
彩
と
大
胆
な

構
図
で
描
か
れ
、
歴
史
的
・
美
術

的
に
も
価
値
の
あ
る
印
刷
物
で
す
。

▽
期
間
＝
10
月
１
日
〜
11
月
30
日

●
10
月
26
日

（日）

　
ぽ
っ
フ
ェ
ス
?!

　
き
し
ゃ
ぽ
っ
ぽ
祭
り

　
多
度
津
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
Vol.
８

　
　
★
獅
子

-

１
グ
ラ
ン
プ
リ

　
　
★
グ
ル
メ
祭
り
　
　
　
な
ど

　
開
場
９
時
30
分
（
雨
天
決
行
）

☆
チ
ケ
ッ
ト
情
報
☆

●
12
月
14
日

（日）

　葉
加
瀬
太
郎

　Ｂ
ｅ
ｓ
ｔ 

Ａ
ｃ
ｏ
ｕ
ｓ
ｔ
ｉ
ｃ

　Ｔ
ｏ
ｕ
ｒ

　”
エ
ト
ピ
リ
カ
“

　
開
場
17
時
00
分 

開
演
17
時
30
分

　
立
見
券
　
７
，
０
２
０
円（

税
込
）

　
※
指
定
席
は
完
売

【
問
合
せ
】

　
多
度
津
町
民
会
館☎

33
|

３
３
３
０

16
日
（木） 

ハ
ン
ド
マ
ッ
サ
ー
ジ

／
12
時
30
分

17
日
（金） 

体
い
き
い
き
体
操

／
10
時
30
分

21
日
（火） 

社
交
ダ
ン
ス
／
13
時

　
　
　 

あ
ん
ま
／
13
時

22
日
（水） 

手
編
み
教
室
／
10
時
30
分

23
日
（木） 

リ
ン
パ
整
体
／
13
時

24
日
（金） 

生
け
花
教
室
／
９
時
30
分

　
　    

お
話
し
会
／
13
時
15
分

27
日
（月） 

詩
吟
講
座
／
10
時

　
　
　
フ
ッ
ト
セ
ラ
ピ
ー
／
13
時
30
分

28
日
（火） 

社
交
ダ
ン
ス
／
13
時

●
買
物
ツ
ア
ー
／
14
時

　
７
日
（火）
・
15
日
（水）
・
21
日
（火）
・

　
29
日
（水）

【
問
合
せ
】

　
多
度
津
町
社
会
福
祉
協
議
会

☎
32
|

８
５
０
１

■
町
民
会
館
催
し
物
案
内

●
10
月
６
日

（月）

　
観
月
会

　
開
場
17
時
30
分 

開
演
18
時
00
分

●
10
月
19
日

（日）

　
ピ
ア
ノ
発
表
会

　
開
場
12
時
30
分 

開
演
13
時
00
分

【
問
合
せ
】

　
多
度
津
町
立
資
料
館

☎
33
|

３
３
４
３

■
中
央
公
民
館
講
座
作
品
展

①
鶴
の
会

　
場
所
＝
町
役
場
１
階
ロ
ビ
ー
・

福
祉
セ
ン
タ
ー
１
階
ロ
ビ
ー

　
期
間
＝
10
月
１
日
（水）
〜
31
日
（金）

／
８
時
30
分
〜
17
時

※
展
示
開
始
と
終
了
は
変
更
あ
り

■
老
人
健
康
施
設（
湯
楽
里
）

10
月
行
事

３
日
（金） 

体
い
き
い
き
体
操

／
10
時
30
分

　
　
　 

あ
ん
ま
／
13
時

７
日
（火） 

社
交
ダ
ン
ス
／
13
時

８
日
（水） 

手
編
み
教
室
／
10
時
30
分

９
日
（木） 

脳
と
体
を
元
気
に
す
る
体
操

／
10
時
30
分

10
日
（金） 
生
け
花
教
室
／
９
時
30
分

　
　    
リ
ン
パ
整
体
／
13
時

14
日
（火） 

み
ん
な
で
楽
し
く
歌
お
う

／
11
時
30
分

　
　    

社
交
ダ
ン
ス
／
13
時

15
日
（水） 

め
が
ね
の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

／
９
時
30
分

　
　    

カ
レ
ン
ダ
ー
作
り

／
10
時
30
分

文 

化 

教 

養

ひ
き
ふ
だ

■
た
ど
つ
柳
壇
（
第
66
回
）

八
坂
　
俊
生
　
選

【
第
一
席
】

ぽ
っ
か
り
と
家
に
穴
あ
け
娘
は
嫁
に

仲
ノ
町
　
　
　
香
川
美
代
子

　
　
　
娘
を
嫁
に
や
っ
た
安
堵
感

　
の
後
に
来
た
の
は
寂
し
さ
？「
ぽ

　
っ
か
り
と
」家
に
あ
い
た
穴
。

【
第
二
席
】

庭
に
穴
蝉
の
抜
け
殻
蝉
時
雨

三
　
井
　
　
　
村
井
　
安
栄

　
　
　
下
か
ら
上
へ
。
そ
し
て
横

　
へ
の
広
が
り
。
そ
こ
で
蝉
は
時

　
雨
の
よ
う
に
鳴
く
の
で
あ
る
。

【
第
三
席
】

針
の
穴
苦
労
通
し
て
卆
寿
な
り

寿
　
町
　
　
　
髙
田
た
だ
し

　
　
　
卆
寿
は
九
十
歳
。
針
の
穴

　
を
通
す
よ
う
に
苦
労
を
通
し
た

　
歳
月
へ
の
自
負
。

【
佳
　
作
】

穴
の
あ
い
た
く
つ
下
が
縁
夫
と
添
う

見
　
立
　
　
　
髙
島
也
知
子

【
佳
　
作
】

子
等
が
去
り
心
に
穴
あ
く
お
盆
明
け

　
若
葉
町
　
　
　
藤
倉
　
　
純

■
10
月
の
ス
ポ
ー
ツ
予
定

●
野
球
後
期
ナ
イ
タ
ー
リ
ー
グ

　
▽
日
時
＝
２
日
〜
４
日
、
７
日
、

　
　
　
　
８
日
、
10
日
、
11
日
、

　
　
　
　
16
日
〜
18
日
、
21
日
、

　
　
　
　
22
日
、
24
日
、
25
日
、

　
　
　
　
28
日
〜
31
日
／
18
時

　
▽
場
所
＝
町
民
野
球
場

●
西
日
本
小
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

大
会
香
川
県
二
次
予
選
会

　
▽
日
時
＝
18
日
（土）
／
８
時
30
分

　
▽
場
所
＝
町
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

●
多
度
津
町
招
待
小
学
生

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　
▽
日
時
＝
19
日
（日）
／
７
時
30
分

　
▽
場
所
＝
町
民
体
育
館
・

　
　
　
　
　
第
二
体
育
館

●
香
川
県
ジ
ュ
ニ
ア
体
操
競
技
大
会

　
▽
日
時
＝
24
日
〜
26
日

／
７
時
30
分

　
▽
場
所
＝
町
民
体
育
館
・

　
　
　
　
　
第
二
体
育
館

■
次
回
た
ど
つ
柳
壇

第
67
回
川
柳
作
品
募
集

▽
題
名
＝「
編
む
」

▽
応
募
方
法
＝
ハ
ガ
キ
に
①
作
品

　（
未
発
表
作
品
三
句
ま
で
を
楷

　
書
で
正
確
に
記
載
）
②
住
所
③

　
氏
名
④
電
話
番
号
を
記
入
し
、

　
中
央
公
民
館
ま
で
、
郵
送
ま
た

　
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
応
募
期
限
＝
11
月
20
日
（木）
必
着

【
申
込
み（
月
曜
・
祝
日
を
除
く
）】

　
多
度
津
町
立
中
央
公
民
館

　（
〒
７
６
４‐０
０
１
１

多
度
津
町
栄
町
３‐１‐９
）

☎
33
|

０
７
６
０

■『
ひ
だ
ま
り
』10
月
講
習

●
14
日

（火）
／
10
時
〜
11
時
30
分

　『
人
生
い
ろ
い
ろ
。

色
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
』

▽
講
師
＝
浅
野
　
理
恵
先
生

【
問
合
せ
】

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

☎
33
|

４
７
５
５

　
た
ど
つ
シ
ル
バ
ー『
ひ
だ
ま
り
』

☎
33
|

４
７
６
０

ス
ポ
ー
ツ

〔評〕〔評〕 〔評〕

つ
ま

●応募資格
　　どなたでも応募できます。（応募は一人１点まで）
●応募条件
　　応募作品は自作で未発表のもので、応募にかかる費用は応募者負担とします。
　　漢字・ひらがな・カタカナ・アルファベット・数字で構成されるものとし、ふりがなを必ずつけてください。
　　愛称名の著作権および知的財産権等の一切の権利は多度津町に帰属します。
　　作品は、一部補正して使用する場合があります。予めご了承ください。
●応募方法
　　応募用紙（町内各公共施設に備え付け、町ホームページ掲載）に、必要事項（①愛称名および簡単な命名の理由
　　②住所③氏名④年齢⑤性別⑥電話番号）を記入し、多度津町民会館に持参、または郵送・ＦＡＸしてください。
●発　表
　　平成27年１月頃、受賞者に直接通知し、「平成26年度成人式」にて発表。
　　町広報誌・町ホームページ等で「愛称」「受賞者氏名」等を公表します。
●応募期間
　　平成26年11月28日（金）まで（11月28日の消印有効）
【応募先・問合せ】
　　〒７６４－０００５　香川県仲多度郡多度津町大通り4番26号
　　（公財）多度津町文化体育振興事業団「多度津町民会館愛称募集係」
　　☎０８７７－３３－３３３０　　FAX ０８７７－３３－３７２０

多度津町民会館の愛称を募集します！
 開設より23年が経過。 多くの方により愛され、より身近な芸術文化の拠点とするために！

最優秀賞（採用作品）には、
副賞３万円相当の記念品を贈呈！
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文化教養文化教養文化教養・スポーツ文化教養・スポーツ
■
桃
陵
大
学
10
月
行
事

【
中
央
講
座
】

①
日
時
＝
17
日
（金）
／
10
時

　
行
事
＝
講
演
『
90
年
前
の
仲
多

　
　
　
　
度
・
多
度
津
』

　
　
　
　
香
川
近
代
史
研
究
会

宮
本
義
行
　
氏

　
場
所
＝
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
４
階

【
多
度
津
地
区
】

①
日
時
＝
22
日
（水）
／
９
時
30
分

　
行
事
＝
ク
リ
ー
ン
作
戦

　
場
所
＝
中
央
公
民
館
外
庭
他

【
四
箇
地
区
】

①
日
時
＝
２
日
・
３
日

　
行
事
＝
小
学
生
と
世
代
交
流

（
う
ど
ん
作
り
）

　
場
所
＝
四
箇
小
学
校

【
白
方
地
区
】

①
日
時
＝
20
日
（月）

　
行
事
＝
臨
地
研
修

　
場
所
＝
大
三
島
・
今
治
方
面

②
日
時
＝
23
日
（木）
／
９
時
30
分

　
行
事
＝
幼
稚
園
と
世
代
交
流

（
収
穫
祭
）

　
場
所
＝
白
方
幼
稚
園

■
老
人
ク
ラ
ブ
10
月
行
事

【
連
合
会
】

①
日
時
＝
23
日
（木）
／
９
時

　
行
事
＝
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク

２
０
１
４
in
多
度
津

　
場
所
＝
町
民
体
育
館

【
四
箇
地
区
】

①
日
時
＝
11
日
（土）
／
９
時

　
行
事
＝
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

　
場
所
＝
四
箇
小
学
校
運
動
場

■
町
立
資
料
館『
秋
季
企
画
展
』

●
多
度
津
の
引
札
い
ろ
い
ろ

　
〜
明
治
・
大
正
時
代
の

広
告
か
ら
み
え
る
多
度
津
〜

　
引
札
と
は
、
江
戸
か
ら
大
正
時

代
に
か
け
て
、
商
店
や
問
屋
な
ど

で
作
ら
れ
た
広
告
チ
ラ
シ
の
こ
と

で
す
。
鮮
や
か
な
色
彩
と
大
胆
な

構
図
で
描
か
れ
、
歴
史
的
・
美
術

的
に
も
価
値
の
あ
る
印
刷
物
で
す
。

▽
期
間
＝
10
月
１
日
〜
11
月
30
日

●
10
月
26
日

（日）

　
ぽ
っ
フ
ェ
ス
?!

　
き
し
ゃ
ぽ
っ
ぽ
祭
り

　
多
度
津
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
Vol.
８

　
　
★
獅
子

-

１
グ
ラ
ン
プ
リ

　
　
★
グ
ル
メ
祭
り
　
　
　
な
ど

　
開
場
９
時
30
分
（
雨
天
決
行
）

☆
チ
ケ
ッ
ト
情
報
☆

●
12
月
14
日

（日）

　葉
加
瀬
太
郎

　Ｂ
ｅ
ｓ
ｔ 

Ａ
ｃ
ｏ
ｕ
ｓ
ｔ
ｉ
ｃ

　Ｔ
ｏ
ｕ
ｒ

　”
エ
ト
ピ
リ
カ
“

　
開
場
17
時
00
分 

開
演
17
時
30
分

　
立
見
券
　
７
，
０
２
０
円（

税
込
）

　
※
指
定
席
は
完
売

【
問
合
せ
】

　
多
度
津
町
民
会
館☎

33
|

３
３
３
０

16
日
（木） 

ハ
ン
ド
マ
ッ
サ
ー
ジ

／
12
時
30
分

17
日
（金） 

体
い
き
い
き
体
操

／
10
時
30
分

21
日
（火） 

社
交
ダ
ン
ス
／
13
時

　
　
　 

あ
ん
ま
／
13
時

22
日
（水） 

手
編
み
教
室
／
10
時
30
分

23
日
（木） 

リ
ン
パ
整
体
／
13
時

24
日
（金） 

生
け
花
教
室
／
９
時
30
分

　
　    

お
話
し
会
／
13
時
15
分

27
日
（月） 

詩
吟
講
座
／
10
時

　
　
　
フ
ッ
ト
セ
ラ
ピ
ー
／
13
時
30
分

28
日
（火） 

社
交
ダ
ン
ス
／
13
時

●
買
物
ツ
ア
ー
／
14
時

　
７
日
（火）
・
15
日
（水）
・
21
日
（火）
・

　
29
日
（水）

【
問
合
せ
】

　
多
度
津
町
社
会
福
祉
協
議
会

☎
32
|

８
５
０
１

■
町
民
会
館
催
し
物
案
内

●
10
月
６
日

（月）

　
観
月
会

　
開
場
17
時
30
分 

開
演
18
時
00
分

●
10
月
19
日

（日）

　
ピ
ア
ノ
発
表
会

　
開
場
12
時
30
分 

開
演
13
時
00
分

【
問
合
せ
】

　
多
度
津
町
立
資
料
館

☎
33
|

３
３
４
３

■
中
央
公
民
館
講
座
作
品
展

①
鶴
の
会

　
場
所
＝
町
役
場
１
階
ロ
ビ
ー
・

福
祉
セ
ン
タ
ー
１
階
ロ
ビ
ー

　
期
間
＝
10
月
１
日
（水）
〜
31
日
（金）

／
８
時
30
分
〜
17
時

※
展
示
開
始
と
終
了
は
変
更
あ
り

■
老
人
健
康
施
設（
湯
楽
里
）

10
月
行
事

３
日
（金） 

体
い
き
い
き
体
操

／
10
時
30
分

　
　
　 

あ
ん
ま
／
13
時

７
日
（火） 

社
交
ダ
ン
ス
／
13
時

８
日
（水） 

手
編
み
教
室
／
10
時
30
分

９
日
（木） 

脳
と
体
を
元
気
に
す
る
体
操

／
10
時
30
分

10
日
（金） 

生
け
花
教
室
／
９
時
30
分

　
　    

リ
ン
パ
整
体
／
13
時

14
日
（火） 

み
ん
な
で
楽
し
く
歌
お
う

／
11
時
30
分

　
　    

社
交
ダ
ン
ス
／
13
時

15
日
（水） 

め
が
ね
の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

／
９
時
30
分

　
　    

カ
レ
ン
ダ
ー
作
り

／
10
時
30
分

文 

化 

教 

養

ひ
き
ふ
だ

■
た
ど
つ
柳
壇
（
第
66
回
）

八
坂
　
俊
生
　
選

【
第
一
席
】

ぽ
っ
か
り
と
家
に
穴
あ
け
娘
は
嫁
に

仲
ノ
町
　
　
　
香
川
美
代
子

　
　
　
娘
を
嫁
に
や
っ
た
安
堵
感

　
の
後
に
来
た
の
は
寂
し
さ
？「
ぽ

　
っ
か
り
と
」家
に
あ
い
た
穴
。

【
第
二
席
】

庭
に
穴
蝉
の
抜
け
殻
蝉
時
雨

三
　
井
　
　
　
村
井
　
安
栄

　
　
　
下
か
ら
上
へ
。
そ
し
て
横

　
へ
の
広
が
り
。
そ
こ
で
蝉
は
時

　
雨
の
よ
う
に
鳴
く
の
で
あ
る
。

【
第
三
席
】

針
の
穴
苦
労
通
し
て
卆
寿
な
り

寿
　
町
　
　
　
髙
田
た
だ
し

　
　
　
卆
寿
は
九
十
歳
。
針
の
穴

　
を
通
す
よ
う
に
苦
労
を
通
し
た

　
歳
月
へ
の
自
負
。

【
佳
　
作
】

穴
の
あ
い
た
く
つ
下
が
縁
夫
と
添
う

見
　
立
　
　
　
髙
島
也
知
子

【
佳
　
作
】

子
等
が
去
り
心
に
穴
あ
く
お
盆
明
け

　
若
葉
町
　
　
　
藤
倉
　
　
純

■
10
月
の
ス
ポ
ー
ツ
予
定

●
野
球
後
期
ナ
イ
タ
ー
リ
ー
グ

　
▽
日
時
＝
２
日
〜
４
日
、
７
日
、

　
　
　
　
８
日
、
10
日
、
11
日
、

　
　
　
　
16
日
〜
18
日
、
21
日
、

　
　
　
　
22
日
、
24
日
、
25
日
、

　
　
　
　
28
日
〜
31
日
／
18
時

　
▽
場
所
＝
町
民
野
球
場

●
西
日
本
小
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

大
会
香
川
県
二
次
予
選
会

　
▽
日
時
＝
18
日
（土）
／
８
時
30
分

　
▽
場
所
＝
町
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

●
多
度
津
町
招
待
小
学
生

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　
▽
日
時
＝
19
日
（日）
／
７
時
30
分

　
▽
場
所
＝
町
民
体
育
館
・

　
　
　
　
　
第
二
体
育
館

●
香
川
県
ジ
ュ
ニ
ア
体
操
競
技
大
会

　
▽
日
時
＝
24
日
〜
26
日

／
７
時
30
分

　
▽
場
所
＝
町
民
体
育
館
・

　
　
　
　
　
第
二
体
育
館

■
次
回
た
ど
つ
柳
壇

第
67
回
川
柳
作
品
募
集

▽
題
名
＝「
編
む
」

▽
応
募
方
法
＝
ハ
ガ
キ
に
①
作
品

　（
未
発
表
作
品
三
句
ま
で
を
楷

　
書
で
正
確
に
記
載
）
②
住
所
③

　
氏
名
④
電
話
番
号
を
記
入
し
、

　
中
央
公
民
館
ま
で
、
郵
送
ま
た

　
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
応
募
期
限
＝
11
月
20
日
（木）
必
着

【
申
込
み（
月
曜
・
祝
日
を
除
く
）】

　
多
度
津
町
立
中
央
公
民
館

　（
〒
７
６
４‐０
０
１
１

多
度
津
町
栄
町
３‐１‐９
）

☎
33
|

０
７
６
０

■『
ひ
だ
ま
り
』10
月
講
習

●
14
日

（火）
／
10
時
〜
11
時
30
分

　『
人
生
い
ろ
い
ろ
。

色
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
』

▽
講
師
＝
浅
野
　
理
恵
先
生

【
問
合
せ
】

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

☎
33
|

４
７
５
５

　
た
ど
つ
シ
ル
バ
ー『
ひ
だ
ま
り
』

☎
33
|

４
７
６
０

ス
ポ
ー
ツ

〔評〕〔評〕 〔評〕

つ
ま

●応募資格
　　どなたでも応募できます。（応募は一人１点まで）
●応募条件
　　応募作品は自作で未発表のもので、応募にかかる費用は応募者負担とします。
　　漢字・ひらがな・カタカナ・アルファベット・数字で構成されるものとし、ふりがなを必ずつけてください。
　　愛称名の著作権および知的財産権等の一切の権利は多度津町に帰属します。
　　作品は、一部補正して使用する場合があります。予めご了承ください。
●応募方法
　　応募用紙（町内各公共施設に備え付け、町ホームページ掲載）に、必要事項（①愛称名および簡単な命名の理由
　　②住所③氏名④年齢⑤性別⑥電話番号）を記入し、多度津町民会館に持参、または郵送・ＦＡＸしてください。
●発　表
　　平成27年１月頃、受賞者に直接通知し、「平成26年度成人式」にて発表。
　　町広報誌・町ホームページ等で「愛称」「受賞者氏名」等を公表します。
●応募期間
　　平成26年11月28日（金）まで（11月28日の消印有効）
【応募先・問合せ】
　　〒７６４－０００５　香川県仲多度郡多度津町大通り4番26号
　　（公財）多度津町文化体育振興事業団「多度津町民会館愛称募集係」
　　☎０８７７－３３－３３３０　　FAX ０８７７－３３－３７２０

多度津町民会館の愛称を募集します！
 開設より23年が経過。 多くの方により愛され、より身近な芸術文化の拠点とするために！

最優秀賞（採用作品）には、
副賞３万円相当の記念品を贈呈！
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まちかどズームまちかどズーム
■『
小
さ
な
親
切
』作
文
紹
介

●『
異
学
年
交
流
の
大
切
さ
』

　　多
度
津
町
立
白
方
小
学
校

　教 

頭

　西
尾
　由
加

　
白
方
小
学
校
で
は
、
伝
統
的
に

縦
割
り
に
よ
る
異
学
年
交
流
が
さ

か
ん
で
す
。
班
の
名
前
は
、「
フ

レ
ン
ド
グ
ル
ー
プ
」。
本
年
度
は

全
校
生
を
８
班
に
分
け
、
６
年
生

を
中
心
と
し
た
15
名
の
小
集
団
で

活
動
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
、

多
度
津
山
へ
の
遠
足
、
運
動
会
、

西
白
方
の
浜
ク
リ
ー
ン
活
動
、
カ

レ
ー
祭
り
、
水
泳
大
会
な
ど
数
多

く
の
行
事
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の

中
で
、
上
の
子
が
下
の
子
を
い
た

わ
る
気
持
ち
、
下
の
子
が
上
の
子

に
憧
れ
る
気
持
ち
が
育
ち
、
ほ
の

ぼ
の
と
し
た
光
景
を
数
多
く
見
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
異
学
年
が

一
緒
に
活
動
す
る
こ
と
の
意
義
は

相
手
を
思
い
や
る
心
を
育
て
る
こ

と
だ
と
感
じ
ま
す
。

　
多
度
津
中
学
校
吹
奏
楽
部
一
年

　
生
、
読
み
き
か
せ
Ｇ
ひ
ま
わ
り

●
多
度
津
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
大
藪
　
清
子
（
若
葉
町
）

　
吉
田
　
喜
宗
（
東
白
方
）

　
末
峰
　
輝
昭
（
桜
　
川
）

　
西
山
　
　
智
（
桜
　
川
）

　
中
野
　
道
正
（
北
　
鴨
）

　
白
方
保
育
所

■
平
成
26
年
度『
環
境
標
語
』

　
小
・
中
学
校
選
出
作
品
紹
介

【
四
箇
小
学
校
】

エ
コ
バ
ッ
グ
　
も
っ
て
　
か
い
も
の

し
ゅ
っ
ぱ
つ
だ
！

１
年
　
太
田
　
侑
来

立
ち
止
ま
り
　
ご
み
か
ど
う
か
を

か
ん
が
え
よ
う２

年
　
氏
家
　
悠
登

青
い
川
　
魚
が
生
き
る
　
大
切
さ

３
年
　
大
河
内
勝
彦

捨
て
る
ご
み

使
え
る
か
も
よ
　
考
え
て

４
年
　
堀
　
有
佳
里

※
学
校
名
・
学
年
・
氏
名
等
は
、

　
選
出
時
点
の
も
の
で
す
。

も
う
一
度
異
学
年
交
流
の
良
さ
を

見
直
し
、
子
ど
も
た
ち
に
人
と
つ

な
が
る
こ
と
の
大
切
さ
を
実
感
し

て
も
ら
い
た
い
と
心
か
ら
願
っ
て

い
ま
す
。

■
善 

意
（
８
月
分
）
敬
称
略

●
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

『
桃
陵
苑
』

　
村
井
恵
美
子
（
東
白
方
）

　
多
度
津
商
工
会
議
所
女
性
会
、

　
Ｊ
Ａ
多
度
津
女
性
部
、
ひ
ま
わ

　
り
の
会
、
す
い
せ
ん
の
会
、
山

　
崎
生
花
店
、
多
度
津
ニ
ュ
ー
ス

　
ポ
ー
ツ
同
好
会
、
多
度
津
町
生

　
活
研
究
グ
ル
ー
プ
連
絡
協
議
会
、

　『
小
さ
な
親
切
』
運
動
多
度
津

　
町
支
部

●
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所

『
ふ
れ
あ
い
の
家
』

　
山
内
由
美
子
（
寿
　
町
）

　
植
田
　
琴
美
（
家
　
中
）

　
高
谷
　
修
三
（
日
の
出
町
）

　
峯
俊
　
恵
子
（
善
通
寺
市
）

　
丸
岡
佐
登
美
（
善
通
寺
市
）

　
安
藤
　
幸
洋
（
幸
　
町
）

　
久
山
奈
保
子
（
　
庄
　
）

　
吉
田
　
茂
昭
（
桜
　
川
）

　
亀
井
加
代
子
（
三
　
井
）

　
宮
川
　
正
輝
（
丸
亀
市
）

　
私
が
子
ど
も
の
こ
ろ
は
、
学
校

か
ら
帰
る
と
当
た
り
前
の
よ
う
に

ラ
ン
ド
セ
ル
を
置
い
て
近
所
の
広

場
に
走
り
、
缶
蹴
り
や
か
く
れ
ん

ぼ
な
ど
、
日
が
暮
れ
る
ま
で
遊
ん

で
い
ま
し
た
。
遊
び
の
中
で
、
上

級
生
が
や
る
ま
で
順
番
を
待
つ
、

下
級
生
が
泣
い
て
い
た
ら
慰
め
る

な
ど
、
人
と
の
関
わ
り
方
を
自
然

と
学
ん
で
い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
残
念
な
が
ら
現
在
は
、

遊
び
が
室
外
か
ら
室
内
へ
、
集
団

遊
び
か
ら
一
人
遊
び
（
特
に
今
は

ゲ
ー
ム
で
し
ょ
う
か
）
に
そ
の
様

相
を
変
化
さ
せ
て
い
ま
す
。
自
然

と
身
に
付
い
て
い
た
人
と
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
も
、
あ
え

て
場
を
与
え
な
い
と
身
に
付
き
に

く
い
時
代
に
な
っ
た
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
子
ど
も
た
ち
の
本
質

は
昔
も
今
も
全
く
変
わ
り
ま
せ
ん
。

友
達
が
大
好
き
、
み
ん
な
で
遊
ぶ

と
楽
し
い
、
人
に
優
し
く
さ
れ
る

と
う
れ
し
い
、
人
に
親
切
に
す
る

と
気
持
ち
が
い
い
。
こ
れ
は
、
ど

れ
だ
け
時
代
が
変
わ
っ
て
も
普
遍

の
感
情
だ
と
思
い
ま
す
。
兄
弟
が

少
な
く
な
り
、
子
ど
も
会
や
地
域

の
活
動
等
も
減
り
つ
つ
あ
る
中
で
、

▲力を合わせて作る
　ペットボトルのいかだ

『
多
度
津
町
人
権
教
育・啓
発

に
関
す
る
基
本
指
針
』の
見

直
し
に
つ
い
て

　
多
度
津
町
で
は
、
本
年
「
基
本

指
針
」
を
見
直
し
、
人
権
擁
護
に

関
す
る
審
議
会
に
諮
問
し
、
８
月

12
日
に
素
案
と
お
り
答
申
さ
れ
ま

し
た
。

　
こ
の
「
基
本
指
針
」
は
、
す
べ

て
の
町
民
が
人
権
尊
重
の
精
神
に

満
ち
て
、
明
る
い
住
み
よ
い
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
す
こ
と
を
基
本
理

念
と
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
高
齢
者
や
障
が
い
者

の
人
権
施
策
等
に
つ
い
て
主
に
見

直
し
を
行
い
ま
し
た
。

●●県指定無形民俗文化財
南鴨念仏踊、21年ぶりに公開奉納！
県指定無形民俗文化財
南鴨念仏踊、21年ぶりに公開奉納！

●●ART SETOUCHI 2014夏ART SETOUCHI 2014夏
　３年後の「瀬戸内国際芸術祭」に向け、開催まで
の期間に様々なイベントを行うＡＲＴ ＳＥＴＯＵ
ＣＨＩが、春に引き続いて８月23・24日の２日間
開催されました。前回同様、継続作品である「うつ
りかわりの家」・「除虫菊の家」・「海のテラス」が
無料公開されたほか、23日には京都精華大学の先
生・学生によるワークショップ「凧をつくろう」が
高見いこいの家で開かれました。参加した親子のみ
なさんは、色とりどりのスタンプを押して凧を完成
させ、自分で作った凧をあげながら嬉しそうに走り
回っていました。
　また、ボランティア団体による茶粥の接待も行わ
れ、来場した方々は高見島の文化や歴史に触れなが
ら、芸術作品をゆっくりと堪能していました。

　８月24日、南鴨の賀茂(加茂)神社において県指定無形民俗文化財
である「南鴨念仏踊」が開催されました。
　この踊りの起こりは古く、南鴨文化財調査委員会編「南鴨念佛
踊」によると、平安時代まで遡ります。仁和４年(888年)の大干ば
つのとき、菅原道真が現在の坂出市府中町にある城山で自ら祈祷し、
さらに道隆寺の理源大師に依頼して鴨地区にあった牛頭天皇社で祈
祷したところ、たちまち雨が降り、地元の農民たちが喜んで踊った
ことが起源とされています。綾川町の滝宮念仏踊や、まんのう町の
佐文綾子踊などと同様の雨乞踊りです。今回の開催は正規には約
21年ぶり、芸能祭で復活した別件では約14年ぶりの再開となりま
した。
　当日は県内各地から多くの観覧者が訪れました。最初に薙刀の四
方切りで舞台を清めた後、南無阿弥陀仏が変容した「ナッパイ　ド
ーヤ」や「ナーモデ」という掛け声とともに、鉦（かね）や太鼓、
横笛の音色に合わせて、地元の子どもたちが陣羽織や花笠をまとい、
円になって踊りあげました。
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■『
小
さ
な
親
切
』作
文
紹
介

●『
異
学
年
交
流
の
大
切
さ
』

　　多
度
津
町
立
白
方
小
学
校

　教 

頭

　西
尾
　由
加

　
白
方
小
学
校
で
は
、
伝
統
的
に

縦
割
り
に
よ
る
異
学
年
交
流
が
さ

か
ん
で
す
。
班
の
名
前
は
、「
フ

レ
ン
ド
グ
ル
ー
プ
」。
本
年
度
は

全
校
生
を
８
班
に
分
け
、
６
年
生

を
中
心
と
し
た
15
名
の
小
集
団
で

活
動
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
、

多
度
津
山
へ
の
遠
足
、
運
動
会
、

西
白
方
の
浜
ク
リ
ー
ン
活
動
、
カ

レ
ー
祭
り
、
水
泳
大
会
な
ど
数
多

く
の
行
事
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の

中
で
、
上
の
子
が
下
の
子
を
い
た

わ
る
気
持
ち
、
下
の
子
が
上
の
子

に
憧
れ
る
気
持
ち
が
育
ち
、
ほ
の

ぼ
の
と
し
た
光
景
を
数
多
く
見
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
異
学
年
が

一
緒
に
活
動
す
る
こ
と
の
意
義
は

相
手
を
思
い
や
る
心
を
育
て
る
こ

と
だ
と
感
じ
ま
す
。

　
多
度
津
中
学
校
吹
奏
楽
部
一
年

　
生
、
読
み
き
か
せ
Ｇ
ひ
ま
わ
り

●
多
度
津
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
大
藪
　
清
子
（
若
葉
町
）

　
吉
田
　
喜
宗
（
東
白
方
）

　
末
峰
　
輝
昭
（
桜
　
川
）

　
西
山
　
　
智
（
桜
　
川
）

　
中
野
　
道
正
（
北
　
鴨
）

　
白
方
保
育
所

■
平
成
26
年
度『
環
境
標
語
』

　
小
・
中
学
校
選
出
作
品
紹
介

【
四
箇
小
学
校
】

エ
コ
バ
ッ
グ
　
も
っ
て
　
か
い
も
の

し
ゅ
っ
ぱ
つ
だ
！

１
年
　
太
田
　
侑
来

立
ち
止
ま
り
　
ご
み
か
ど
う
か
を

か
ん
が
え
よ
う２

年
　
氏
家
　
悠
登

青
い
川
　
魚
が
生
き
る
　
大
切
さ

３
年
　
大
河
内
勝
彦

捨
て
る
ご
み

使
え
る
か
も
よ
　
考
え
て

４
年
　
堀
　
有
佳
里

※
学
校
名
・
学
年
・
氏
名
等
は
、

　
選
出
時
点
の
も
の
で
す
。

も
う
一
度
異
学
年
交
流
の
良
さ
を

見
直
し
、
子
ど
も
た
ち
に
人
と
つ

な
が
る
こ
と
の
大
切
さ
を
実
感
し

て
も
ら
い
た
い
と
心
か
ら
願
っ
て

い
ま
す
。

■
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意
（
８
月
分
）
敬
称
略

●
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

『
桃
陵
苑
』

　
村
井
恵
美
子
（
東
白
方
）

　
多
度
津
商
工
会
議
所
女
性
会
、

　
Ｊ
Ａ
多
度
津
女
性
部
、
ひ
ま
わ

　
り
の
会
、
す
い
せ
ん
の
会
、
山

　
崎
生
花
店
、
多
度
津
ニ
ュ
ー
ス

　
ポ
ー
ツ
同
好
会
、
多
度
津
町
生

　
活
研
究
グ
ル
ー
プ
連
絡
協
議
会
、

　『
小
さ
な
親
切
』
運
動
多
度
津

　
町
支
部

●
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所

『
ふ
れ
あ
い
の
家
』

　
山
内
由
美
子
（
寿
　
町
）

　
植
田
　
琴
美
（
家
　
中
）

　
高
谷
　
修
三
（
日
の
出
町
）

　
峯
俊
　
恵
子
（
善
通
寺
市
）

　
丸
岡
佐
登
美
（
善
通
寺
市
）

　
安
藤
　
幸
洋
（
幸
　
町
）

　
久
山
奈
保
子
（
　
庄
　
）

　
吉
田
　
茂
昭
（
桜
　
川
）

　
亀
井
加
代
子
（
三
　
井
）

　
宮
川
　
正
輝
（
丸
亀
市
）

　
私
が
子
ど
も
の
こ
ろ
は
、
学
校

か
ら
帰
る
と
当
た
り
前
の
よ
う
に

ラ
ン
ド
セ
ル
を
置
い
て
近
所
の
広

場
に
走
り
、
缶
蹴
り
や
か
く
れ
ん

ぼ
な
ど
、
日
が
暮
れ
る
ま
で
遊
ん

で
い
ま
し
た
。
遊
び
の
中
で
、
上

級
生
が
や
る
ま
で
順
番
を
待
つ
、

下
級
生
が
泣
い
て
い
た
ら
慰
め
る

な
ど
、
人
と
の
関
わ
り
方
を
自
然

と
学
ん
で
い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
残
念
な
が
ら
現
在
は
、

遊
び
が
室
外
か
ら
室
内
へ
、
集
団

遊
び
か
ら
一
人
遊
び
（
特
に
今
は

ゲ
ー
ム
で
し
ょ
う
か
）
に
そ
の
様

相
を
変
化
さ
せ
て
い
ま
す
。
自
然

と
身
に
付
い
て
い
た
人
と
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
も
、
あ
え

て
場
を
与
え
な
い
と
身
に
付
き
に

く
い
時
代
に
な
っ
た
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
子
ど
も
た
ち
の
本
質

は
昔
も
今
も
全
く
変
わ
り
ま
せ
ん
。

友
達
が
大
好
き
、
み
ん
な
で
遊
ぶ

と
楽
し
い
、
人
に
優
し
く
さ
れ
る

と
う
れ
し
い
、
人
に
親
切
に
す
る

と
気
持
ち
が
い
い
。
こ
れ
は
、
ど

れ
だ
け
時
代
が
変
わ
っ
て
も
普
遍

の
感
情
だ
と
思
い
ま
す
。
兄
弟
が

少
な
く
な
り
、
子
ど
も
会
や
地
域

の
活
動
等
も
減
り
つ
つ
あ
る
中
で
、

▲力を合わせて作る
　ペットボトルのいかだ

『
多
度
津
町
人
権
教
育・啓
発

に
関
す
る
基
本
指
針
』の
見

直
し
に
つ
い
て

　
多
度
津
町
で
は
、
本
年
「
基
本

指
針
」
を
見
直
し
、
人
権
擁
護
に

関
す
る
審
議
会
に
諮
問
し
、
８
月

12
日
に
素
案
と
お
り
答
申
さ
れ
ま

し
た
。

　
こ
の
「
基
本
指
針
」
は
、
す
べ

て
の
町
民
が
人
権
尊
重
の
精
神
に

満
ち
て
、
明
る
い
住
み
よ
い
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
す
こ
と
を
基
本
理

念
と
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
高
齢
者
や
障
が
い
者

の
人
権
施
策
等
に
つ
い
て
主
に
見

直
し
を
行
い
ま
し
た
。

●●県指定無形民俗文化財
南鴨念仏踊、21年ぶりに公開奉納！
県指定無形民俗文化財
南鴨念仏踊、21年ぶりに公開奉納！

●●ART SETOUCHI 2014夏ART SETOUCHI 2014夏
　３年後の「瀬戸内国際芸術祭」に向け、開催まで
の期間に様々なイベントを行うＡＲＴ ＳＥＴＯＵ
ＣＨＩが、春に引き続いて８月23・24日の２日間
開催されました。前回同様、継続作品である「うつ
りかわりの家」・「除虫菊の家」・「海のテラス」が
無料公開されたほか、23日には京都精華大学の先
生・学生によるワークショップ「凧をつくろう」が
高見いこいの家で開かれました。参加した親子のみ
なさんは、色とりどりのスタンプを押して凧を完成
させ、自分で作った凧をあげながら嬉しそうに走り
回っていました。
　また、ボランティア団体による茶粥の接待も行わ
れ、来場した方々は高見島の文化や歴史に触れなが
ら、芸術作品をゆっくりと堪能していました。

　８月24日、南鴨の賀茂(加茂)神社において県指定無形民俗文化財
である「南鴨念仏踊」が開催されました。
　この踊りの起こりは古く、南鴨文化財調査委員会編「南鴨念佛
踊」によると、平安時代まで遡ります。仁和４年(888年)の大干ば
つのとき、菅原道真が現在の坂出市府中町にある城山で自ら祈祷し、
さらに道隆寺の理源大師に依頼して鴨地区にあった牛頭天皇社で祈
祷したところ、たちまち雨が降り、地元の農民たちが喜んで踊った
ことが起源とされています。綾川町の滝宮念仏踊や、まんのう町の
佐文綾子踊などと同様の雨乞踊りです。今回の開催は正規には約
21年ぶり、芸能祭で復活した別件では約14年ぶりの再開となりま
した。
　当日は県内各地から多くの観覧者が訪れました。最初に薙刀の四
方切りで舞台を清めた後、南無阿弥陀仏が変容した「ナッパイ　ド
ーヤ」や「ナーモデ」という掛け声とともに、鉦（かね）や太鼓、
横笛の音色に合わせて、地元の子どもたちが陣羽織や花笠をまとい、
円になって踊りあげました。
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　８月25日、「小さな親切」運動多度津町支部が桃陵
苑を慰問され、詩吟や大正琴、カラオケやフラダンス
を披露しました。
　慰問を心待ちにしていた施設利用者は、大正琴の心
安らぐ音色や熱の入った歌声に聞き入りながら、楽し
い穏やかなひとときを過ごされました。
　最後にプレゼントが配られると、利用者から「あり
がとう」とお礼が述べられ、施設内は優しい気持ちに
包まれました。

●●JR多度津駅にてロックロック作戦JR多度津駅にてロックロック作戦
　８月18日、ＪＲ・丸亀警察署などが協力し、ＪＲ
多度津駅にてロックロック作戦が行われました。ロッ
クロック作戦とは、「わずかな時間の駐輪もロック」、
「手間を惜しまずツーロック」するなど自転車の盗難
防止を呼びかける啓発活動のことです。
　この日はＪＲ多度津駅のほか、スーパーマーケット
においても盗難防止を呼びかけ、計100個のチェーン
キーなどを自転車利用者へ配布しました。
　カギをかけていない自転車が盗られています。通
勤・通学・買い物の際に大切な自転車を盗られないた
めに、しっかりと自己防衛策をとりましょう。

　香川県体操競技選手権大会で優勝し、７月の四国ブロ
ック予選で第３位の成績を収めた「多度津体操クラブ」
の亀代愛華さん（四箇小学校５年）が、11月に開催され
る全国大会に向けての意気込みを話してくれました。
　オールマイティにどの種目もこなせる亀代さん。町と
してもその活躍に期待し、応援していきます。

●●高見島で体験学習！
わんぱく寺子屋
高見島で体験学習！
わんぱく寺子屋

　町内の小学生22名が８月22日から２泊
３日の日程で「わんぱく寺子屋」（多度津
町わんぱく寺子屋実行委員会主催）に参加
しました。２日目に行われた「昔の遊びを
体験しよう」では、地域のお年寄りたちに
こま回しや竹馬の遊び方を教えてもらい、
昔の子どもたちが遊んでいた遊び道具を夢
中で体験していました。
　３日間天候にも恵まれ、飯合炊さんや海
水浴など自然の中でのさまざまな体験を通
し、異なる学校・学年の友達と交流を深め
ました。

●●「小さな親切」運動多度津町支部
桃陵苑で慰問演芸
「小さな親切」運動多度津町支部
桃陵苑で慰問演芸

●●資料館にて講演会開催！資料館にて講演会開催！
　町立資料館において８
月の企画展「戦争資料
展」に関連した講演会が
行われました。
　８月２日は石井雍大氏
による「青い目の人形」、９日は入江紀文氏が義母の体
験を伝えた「広島で被爆 体験者語る」が講演され、当
時の日米の交流や原爆落下直後の広島市街地の様子が
伝えられました。また、講演会に併せてすいとんが振
る舞われ、来場者たちは平和の尊さをかみしめながら
口に運びました。

●●体操競技で全国大会に出場！体操競技で全国大会に出場！

　三井保育所でおもちゃ供養を
しました。
　０歳児つぼみ組から５歳児ふ
じ組の子どもちが、お家でいっ
ぱい遊んだおもちゃを持ちよっ
て、本堂でありがとうと感謝の
気持ちで、手を合わせました。

●●小さな手を合わせて小さな手を合わせて

　町民会館において８月28日、教職員と児童生徒の保護
者を対象に「発達障害等に関わる専門性向上セミナー」
が開催されました。
　えないメンタルクリニック院長・医学博士の繪内利啓
さんを講師にお招きして、「発達障害の理解と対応」と題
した講演を行っていただきました。

●●発達障害に関するセミナー開催発達障害に関するセミナー開催
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まちかどズームまちかどズーム まちかどズームまちかどズーム

　８月25日、「小さな親切」運動多度津町支部が桃陵
苑を慰問され、詩吟や大正琴、カラオケやフラダンス
を披露しました。
　慰問を心待ちにしていた施設利用者は、大正琴の心
安らぐ音色や熱の入った歌声に聞き入りながら、楽し
い穏やかなひとときを過ごされました。
　最後にプレゼントが配られると、利用者から「あり
がとう」とお礼が述べられ、施設内は優しい気持ちに
包まれました。

●●JR多度津駅にてロックロック作戦JR多度津駅にてロックロック作戦
　８月18日、ＪＲ・丸亀警察署などが協力し、ＪＲ
多度津駅にてロックロック作戦が行われました。ロッ
クロック作戦とは、「わずかな時間の駐輪もロック」、
「手間を惜しまずツーロック」するなど自転車の盗難
防止を呼びかける啓発活動のことです。
　この日はＪＲ多度津駅のほか、スーパーマーケット
においても盗難防止を呼びかけ、計100個のチェーン
キーなどを自転車利用者へ配布しました。
　カギをかけていない自転車が盗られています。通
勤・通学・買い物の際に大切な自転車を盗られないた
めに、しっかりと自己防衛策をとりましょう。

　香川県体操競技選手権大会で優勝し、７月の四国ブロ
ック予選で第３位の成績を収めた「多度津体操クラブ」
の亀代愛華さん（四箇小学校５年）が、11月に開催され
る全国大会に向けての意気込みを話してくれました。
　オールマイティにどの種目もこなせる亀代さん。町と
してもその活躍に期待し、応援していきます。

●●高見島で体験学習！
わんぱく寺子屋
高見島で体験学習！
わんぱく寺子屋

　町内の小学生22名が８月22日から２泊
３日の日程で「わんぱく寺子屋」（多度津
町わんぱく寺子屋実行委員会主催）に参加
しました。２日目に行われた「昔の遊びを
体験しよう」では、地域のお年寄りたちに
こま回しや竹馬の遊び方を教えてもらい、
昔の子どもたちが遊んでいた遊び道具を夢
中で体験していました。
　３日間天候にも恵まれ、飯合炊さんや海
水浴など自然の中でのさまざまな体験を通
し、異なる学校・学年の友達と交流を深め
ました。

●●「小さな親切」運動多度津町支部
桃陵苑で慰問演芸
「小さな親切」運動多度津町支部
桃陵苑で慰問演芸

●●資料館にて講演会開催！資料館にて講演会開催！
　町立資料館において８
月の企画展「戦争資料
展」に関連した講演会が
行われました。
　８月２日は石井雍大氏
による「青い目の人形」、９日は入江紀文氏が義母の体
験を伝えた「広島で被爆 体験者語る」が講演され、当
時の日米の交流や原爆落下直後の広島市街地の様子が
伝えられました。また、講演会に併せてすいとんが振
る舞われ、来場者たちは平和の尊さをかみしめながら
口に運びました。

●●体操競技で全国大会に出場！体操競技で全国大会に出場！

　三井保育所でおもちゃ供養を
しました。
　０歳児つぼみ組から５歳児ふ
じ組の子どもちが、お家でいっ
ぱい遊んだおもちゃを持ちよっ
て、本堂でありがとうと感謝の
気持ちで、手を合わせました。

●●小さな手を合わせて小さな手を合わせて

　町民会館において８月28日、教職員と児童生徒の保護
者を対象に「発達障害等に関わる専門性向上セミナー」
が開催されました。
　えないメンタルクリニック院長・医学博士の繪内利啓
さんを講師にお招きして、「発達障害の理解と対応」と題
した講演を行っていただきました。

●●発達障害に関するセミナー開催発達障害に関するセミナー開催
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デンパ君

《
表
　彰
》

■『
経
済
産
業
大
臣
表
彰
』受
賞

　
平
成
26
年
８
月
１
日
付
け
で
、

田
中

　昇
氏（
西
白
方
）が
、『
第

50
回
電
気
保
安
功
労
者
経
済
産
業

大
臣
表
彰
』を
、
東
京
會
舘
に
お

い
て
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
経
済
産
業
省
が
、
電
気

保
安
に
関
し
て
保
守
運
営
体
制
・

管
理
体
制
が
優
良
で
あ
り
、
保
安

教
育
の
推
進
、
安
全
思
想
の
普
及

な
ど
、
永
年
に
わ
た
り
努
力
し
て

き
た
功
績
が
認
め
ら
れ
る
企
業
等

お
よ
び
個
人
に
対
し
て
表
彰
を
行

っ
て
い
る
も
の
で
す
。

　
田
中
氏
は
、
電
気
保
安
の
確
保

に
特
に
顕
著
な
功
績
が
あ
っ
た
個

人
と
し
て
、
香
川
県
内
で
は
唯
一

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

※
基
金
の
掛
金
の
み
納
付
し
、
国

　
民
年
金
保
険
料
を
未
納
の
ま
ま

　
２
年
経
過
す
る
と
、
基
金
は
納

　
付
が
な
か
っ
た
こ
と
と
な
り
ま

　
す
。
な
お
、
そ
の
期
間
に
つ
い

　
て
基
金
に
納
付
さ
れ
た
掛
金
は
、

　
そ
の
ま
ま
還
付
さ
れ
ま
す
。

●『
国
民
年
金
基
金
』相
談
会

▽
日
時
＝
10
月
24
日
（金）

　
　
　
　
10
時
〜
16
時

▽
場
所
＝
福
祉
セ
ン
タ
ー
３
階

【
問
合
せ
】

　
香
川
県
国
民
年
金
基
金
　

☎
０
１
２
０
|

６
５
|

４
１
９
２

■『
付
加
年
金
』制
度
に
つ
い
て

　
国
民
年
金
の
年
金
額
を
も
う
少

し
引
き
上
げ
た
い
方
に
『
付
加
年

金
』
制
度
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
付
加
年
金
を
受
け
る
た
め
に
は
、

通
常
の
保
険
料
と
と
も
に
、
月
額

４
０
０
円
の
付
加
保
険
料
を
納
め

ま
す
。
支
給
さ
れ
る
付
加
年
金
額

は
「
２
０
０
円
×
付
加
保
険
料
を

納
め
た
月
数
」
で
す
。

▽
加
入
で
き
る
人

　①
自
営
業
者
な
ど
の
国
民
年
金

　
　
第
１
号
被
保
険
者

■
公
共
下
水
道
の

　併
用
開
始
区
域
の
皆
さ
ん
へ

　
下
水
道
は
、
公
衆
衛
生
の
向

上
、
生
活
環
境
の
改
善
や
河
川
、

海
な
ど
の
公
共
水
域
の
水
質
保
全

と
い
っ
た
役
割
を
も
つ
重
要
な
施

設
で
す
。

　
す
で
に
公
共
下
水
道
が
整
備
さ

れ
た
地
域
で
は
、
遅
滞
な
く
排
水

設
備
を
設
置
し
公
共
下
水
道
へ
接

続
す
る
こ
と
が
、
下
水
道
法
に
よ

り
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
の

で
、
下
水
道
へ
の
早
期
接
続
を
お

願
い
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】

　
多
度
津
町
上
下
水
道
課
　

☎
33
|

１
３
０
０

■『
国
民
年
金
基
金
』に
つ
い
て

　『
国
民
年
金
基
金
』
は
、
国
民

年
金
の
「
上
乗
せ
」
年
金
と
し
て

加
入
で
き
る
年
金
制
度
で
す
。

▽
加
入
で
き
る
人

　
20
歳
か
ら
60
歳
未
満
の
国
民
年

　
金
第
１
号
被
保
険
者
と
、
60
歳

　
以
上
65
歳
未
満
の
国
民
年
金
の

　
任
意
加
入
者
（
国
民
年
金
保
険

　
料
の
免
除
該
当
者
、
農
業
者
年

　
金
加
入
者
は
加
入
で
き
ま
せ
ん
）

《
お
知
ら
せ
》

■
町
長
と
住
民
と
の
対
話
集
会

『
多
度
津
町
の
魅
力
に
つ
い
て
』

　
多
度
津
町
で
は
、
開
か
れ
た
町

政
を
推
進
す
る
た
め
、
各
地
区
の

公
民
館
等
に
お
い
て
対
話
集
会
を

開
催
し
ま
す
。
多
く
の
方
々
の
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
問
合
せ
】

　
多
度
津
町
町
長
公
室

☎
33
|

１
１
１
５

■
困
っ
た
ら
一
人
で
悩
ま
ず

行
政
相
談

　
総
務
省
で
は
、
10
月
20
日
〜
26

日
を
『
行
政
相
談
週
間
』
と
定

め
、
10
月
中
に
行
政
相
談
所
の
開

設
や
様
々
な
行
事
を
行
い
ま
す
。

　
本
町
で
は
、
総
務
大
臣
の
委
嘱

を
受
け
た
行
政
相
談
委
員
が
行
政

相
談
所
を
開
設
し
、
皆
様
か
ら
の

ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　
国
の
仕
事
や
サ
ー
ビ
ス
な
ど
に

つ
い
て
、「
困
っ
て
い
る
こ
と
が
あ

る
」、「
こ
う
し
て
ほ
し
い
」、「
苦
情

を
申
し
出
た
が
、
説
明
や
対
応
に

納
得
で
き
な
い
」
な
ど
の
苦
情
や

意
見
・
要
望
を
お
持
ち
の
方
は
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
＝
10
月
21
日
（火）

　
　
　
　
10
時
〜
15
時

▽
場
所
＝
福
祉
セ
ン
タ
ー

▽
行
政
相
談
委
員
＝
田
中
　
和
男

　
　
　
　
　
　
　
　
宮
本
　
律
子

【
問
合
せ
】

　
四
国
行
政
評
価
支
局
行
政
相
談
課

☎
０
８
７
|

８
３
１
|

３
１
０
３

　
交
通
事
故
に
よ
る
死
傷
者
数
は

年
々
減
少
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、

平
成
25
年
の
事
故
発
生
件
数
は
約

63
万
件
、
死
傷
者
数
は
約
79
万
人

と
、
国
民
の
誰
も
が
交
通
事
故
の

被
害
者
に
も
加
害
者
に
も
な
り
得

る
深
刻
な
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
交
通
事
故
は
車
社
会
の
負
の

部
分
で
あ
り
、
被
害
者
に
と
っ

て
も
加
害
者
に
と
っ
て
も
悲
惨

な
結
果
を
も
た
ら
す
も
の
で
す
。

　
自
賠
責
保
険
・
共
済
は
、
す
べ

て
の
ク
ル
マ
・
バ
イ
ク
１
台
ご
と

に
加
入
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
お
り
、

加
害
者
の
賠
償
責
任
を
担
保
す
る

こ
と
で
、
被
害
者
の
基
本
的
な
賠

償
を
保
障
す
る
制
度
で
あ
り
、
被

害
者
の
救
済
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。
一
人
ひ
と
り
が
、
よ
り
一
層

自
賠
責
制
度
の
役
割
や
重
要
性
、

保
険
金
・
共
済
金
の
支
払
い
の
し

く
み
な
ど
を
十
分
に
理
解
・
認
識

す
る
こ
と
が
と
て
も
大
切
で
す
。

◇
自
賠
責
保
険
・
共
済
な
し
で
の

　運
行
は
法
令
違
反
で
す
！

　
自
賠
責
保
険
・
共
済
は
、
万
一

の
自
動
車
事
故
の
際
の
基
本
的
な

対
人
賠
償
を
目
的
と
し
て
、
原
動

機
付
自
転
車
を
含
む
す
べ
て
の
自

動
車
に
加
入
が
義
務
付
け
ら
れ
て

お
り
、
自
賠
責
保
険
・
共
済
な
し

で
の
運
行
は
法
令
違
反
で
す
！

　
四
輪
車
も
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、

特
に
、
車
検
制
度
の
な
い
２
５
０

cc
以
下
の
バ
イ
ク
（
原
動
機
付
自

転
車
・
軽
二
輪
自
動
車
）
は
、
有

効
期
限
切
れ
、
か
け
忘
れ
に
ご
注

意
を
！

　
自
賠
責
制
度
の
詳
し
い
内
容
は
、

h
ttp

://www
.jiba

i.jp

で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

【
問
合
せ
】

　
四
国
運
輸
局
香
川
運
輸
支
局
　

企
画
輸
送
・
監
査
部
門

☎
０
８
７
|

８
８
２
|

１
３
５
７

■
精
神
障
害
者
家
族
会
の

開
催
に
つ
い
て

　
家
族
の
誰
か
が
精
神
疾
患
に
か

か
っ
た
と
き
、
多
く
の
家
族
は
生

活
が
一
変
し
ま
す
。
す
ぐ
に
病
気

と
は
気
づ
か
ず
に
、
何
か
様
子
が

お
か
し
い
と
感
じ
な
が
ら
、
時
間

だ
け
が
過
ぎ
て
い
く
こ
と
も
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
病
気
だ
と
分
か
っ
て
も
な
か
な

か
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
精
神
疾
患
の
多
く
は
青

年
期
に
発
病
す
る
こ
と
が
多
く
、

育
て
方
で
悩
ま
れ
る
方
も
い
ま
す
。

　
こ
の
会
で
は
、
家
族
の
悩
み
、

体
験
談
な
ど
を
話
し
合
い
、
家
族

と
し
て
何
が
で
き
る
か
一
緒
に
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
。

▽
日
時
＝
10
月
22
日
（水）

　
　
　
　
10
時
〜
11
時
30
分

▽
場
所
＝
福
祉
セ
ン
タ
ー
３
階

集
会
室

▽
参
加
料
＝
無
料

【
問
合
せ
】

　
多
度
津
町
福
祉
保
健
課

☎
33
|

４
４
８
８

■
電
波
に
関
す
る
相
談

　
電
波
適
正
利
用
推
進
員
は
、
総

務
省
四
国
総
合
通
信
局
長
か
ら
電

波
利
用
環
境
に
関
す
る
活
動
に
つ

い
て
委
嘱
さ
れ
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
で
す
。
混
信
・
受
信
障
害
な

ど
電
波
の
利
用
に
関
し
て
お
困
り

の
人
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

　
電
波
適
正
利
用
推
進
員
協
議
会

h
ttp

://www
.c
leand

e
np
a
.n
e
t/

■
浄
化
槽
の
法
定
検
査
に
つ
い
て

　
浄
化
槽
法
で
は
、
浄
化
槽
管
理

者
は
毎
年
１
回
、
知
事
が
指
定
し

た
指
定
検
査
機
関
で
あ
る
公
益
社

団
法
人
香
川
県
浄
化
槽
協
会
に
よ

る
「
水
質
に
関
す
る
検
査
」
を
受

け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
法

定
検
査
は
、
保
守
点
検
や
清
掃
を

実
施
し
て
い
て
も
受
け
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　
良
好
な
水
環
境
の
保
全
の
た
め
、

法
定
検
査
の
内
容
・
趣
旨
を
ご
理

解
い
た
だ
き
、
受
検
さ
れ
る
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

　
平
成
26
年
４
月
１
日
よ
り
、
10

人
槽
以
下
を
従
来
の
５
２
０
０
円

か
ら
４
９
０
０
円
に
、
検
査
料
の

改
定
を
行
い
ま
し
た
。

【
問
合
せ
】

　
香
川
県
浄
化
槽
協
会

☎
０
８
７
|

８
８
１
|

６
６
０
０

　
香
川
県
廃
棄
物
対
策
課

☎
０
８
７
|

８
３
２
|

３
２
２
４

　
中
讃
保
健
福
祉
事
務
所

☎
24
|

９
９
６
６

■
自
賠
責
保
険・自
賠
責
共
済

　〜
自
賠
責
が
あ
な
た
と

家
族
を
守
り
ま
す
〜

《町長との対話集会　開催予定表》

※対話集会は、約１時間30分の予定です。（予約不要）

佐柳本浦住民会館
佐柳長崎いこいの家
高見いこいの家
豊原農村婦人の家
福祉センター４階
四箇地区公民館
白方地区公民館

佐柳地区に居住の方
佐柳地区に居住の方
高見地区に居住の方
豊原地区に居住の方
旧町内に居住の方
四箇地区に居住の方
白方地区に居住の方

10月14日（火）／10時10分～
10月14日（火）／13時00分～
10月15日（水）／10時00分～
10月24日（金）／19時00分～
10月27日（月）／19時00分～
10月28日（火）／19時00分～
10月31日（金）／19時00分～

日　時 場　所 対　象

　②
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方
な

　
　
ど
国
民
年
金
の
任
意
加
入
者

　
※
国
民
年
金
基
金
の
加
入
者
や

　
　
免
除
の
該
当
者
は
、
付
加
保

　
　
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き

　
　
ま
せ
ん
。

【
問
合
せ
】

　
善
通
寺
年
金
事
務
所
　

☎
62
|

１
６
６
０

■
平
成
26
年
度
多
度
津
町

男
女
共
同
参
画
講
演
会

　
男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
の
啓

発
を
図
る
た
め
、
講
演
会
を
開
催

し
ま
す
。

　
今
回
は
子
育
て
支
援
が
進
ん
で

い
る
中
で
の
、
仕
事
と
育
児
の
両

立
等
に
お
け
る
生
活
の
調
和
に
つ

い
て
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▽
日
時
＝
11
月
７
日
（金）

　
　
　
　
10
時
〜
11
時
30
分

▽
場
所
＝
健
康
セ
ン
タ
ー
２
階

多
目
的
ホ
ー
ル

▽
講
師
＝
社
会
保
険
労
務
士

仲
井
京
子
　
氏

▽
定
員
＝
1
0
0
名

【
申
込
み
】

　
多
度
津
町
政
策
企
画
課
　

☎
33
|

１
１
１
６
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《
表
　彰
》

■『
経
済
産
業
大
臣
表
彰
』受
賞

　
平
成
26
年
８
月
１
日
付
け
で
、

田
中

　昇
氏（
西
白
方
）が
、『
第

50
回
電
気
保
安
功
労
者
経
済
産
業

大
臣
表
彰
』を
、
東
京
會
舘
に
お

い
て
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
経
済
産
業
省
が
、
電
気

保
安
に
関
し
て
保
守
運
営
体
制
・

管
理
体
制
が
優
良
で
あ
り
、
保
安

教
育
の
推
進
、
安
全
思
想
の
普
及

な
ど
、
永
年
に
わ
た
り
努
力
し
て

き
た
功
績
が
認
め
ら
れ
る
企
業
等

お
よ
び
個
人
に
対
し
て
表
彰
を
行

っ
て
い
る
も
の
で
す
。

　
田
中
氏
は
、
電
気
保
安
の
確
保

に
特
に
顕
著
な
功
績
が
あ
っ
た
個

人
と
し
て
、
香
川
県
内
で
は
唯
一

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

※
基
金
の
掛
金
の
み
納
付
し
、
国

　
民
年
金
保
険
料
を
未
納
の
ま
ま

　
２
年
経
過
す
る
と
、
基
金
は
納

　
付
が
な
か
っ
た
こ
と
と
な
り
ま

　
す
。
な
お
、
そ
の
期
間
に
つ
い

　
て
基
金
に
納
付
さ
れ
た
掛
金
は
、

　
そ
の
ま
ま
還
付
さ
れ
ま
す
。

●『
国
民
年
金
基
金
』相
談
会

▽
日
時
＝
10
月
24
日
（金）

　
　
　
　
10
時
〜
16
時

▽
場
所
＝
福
祉
セ
ン
タ
ー
３
階

【
問
合
せ
】

　
香
川
県
国
民
年
金
基
金
　

☎
０
１
２
０
|

６
５
|

４
１
９
２

■『
付
加
年
金
』制
度
に
つ
い
て

　
国
民
年
金
の
年
金
額
を
も
う
少

し
引
き
上
げ
た
い
方
に
『
付
加
年

金
』
制
度
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
付
加
年
金
を
受
け
る
た
め
に
は
、

通
常
の
保
険
料
と
と
も
に
、
月
額

４
０
０
円
の
付
加
保
険
料
を
納
め

ま
す
。
支
給
さ
れ
る
付
加
年
金
額

は
「
２
０
０
円
×
付
加
保
険
料
を

納
め
た
月
数
」
で
す
。

▽
加
入
で
き
る
人

　①
自
営
業
者
な
ど
の
国
民
年
金

　
　
第
１
号
被
保
険
者

■
公
共
下
水
道
の

　併
用
開
始
区
域
の
皆
さ
ん
へ

　
下
水
道
は
、
公
衆
衛
生
の
向

上
、
生
活
環
境
の
改
善
や
河
川
、

海
な
ど
の
公
共
水
域
の
水
質
保
全

と
い
っ
た
役
割
を
も
つ
重
要
な
施

設
で
す
。

　
す
で
に
公
共
下
水
道
が
整
備
さ

れ
た
地
域
で
は
、
遅
滞
な
く
排
水

設
備
を
設
置
し
公
共
下
水
道
へ
接

続
す
る
こ
と
が
、
下
水
道
法
に
よ

り
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
の

で
、
下
水
道
へ
の
早
期
接
続
を
お

願
い
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】

　
多
度
津
町
上
下
水
道
課
　

☎
33
|

１
３
０
０

■『
国
民
年
金
基
金
』に
つ
い
て

　『
国
民
年
金
基
金
』
は
、
国
民

年
金
の
「
上
乗
せ
」
年
金
と
し
て

加
入
で
き
る
年
金
制
度
で
す
。

▽
加
入
で
き
る
人

　
20
歳
か
ら
60
歳
未
満
の
国
民
年

　
金
第
１
号
被
保
険
者
と
、
60
歳

　
以
上
65
歳
未
満
の
国
民
年
金
の

　
任
意
加
入
者
（
国
民
年
金
保
険

　
料
の
免
除
該
当
者
、
農
業
者
年

　
金
加
入
者
は
加
入
で
き
ま
せ
ん
）

《
お
知
ら
せ
》

■
町
長
と
住
民
と
の
対
話
集
会

『
多
度
津
町
の
魅
力
に
つ
い
て
』

　
多
度
津
町
で
は
、
開
か
れ
た
町

政
を
推
進
す
る
た
め
、
各
地
区
の

公
民
館
等
に
お
い
て
対
話
集
会
を

開
催
し
ま
す
。
多
く
の
方
々
の
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
問
合
せ
】

　
多
度
津
町
町
長
公
室

☎
33
|

１
１
１
５

■
困
っ
た
ら
一
人
で
悩
ま
ず

行
政
相
談

　
総
務
省
で
は
、
10
月
20
日
〜
26

日
を
『
行
政
相
談
週
間
』
と
定

め
、
10
月
中
に
行
政
相
談
所
の
開

設
や
様
々
な
行
事
を
行
い
ま
す
。

　
本
町
で
は
、
総
務
大
臣
の
委
嘱

を
受
け
た
行
政
相
談
委
員
が
行
政

相
談
所
を
開
設
し
、
皆
様
か
ら
の

ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　
国
の
仕
事
や
サ
ー
ビ
ス
な
ど
に

つ
い
て
、「
困
っ
て
い
る
こ
と
が
あ

る
」、「
こ
う
し
て
ほ
し
い
」、「
苦
情

を
申
し
出
た
が
、
説
明
や
対
応
に

納
得
で
き
な
い
」
な
ど
の
苦
情
や

意
見
・
要
望
を
お
持
ち
の
方
は
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
＝
10
月
21
日
（火）

　
　
　
　
10
時
〜
15
時

▽
場
所
＝
福
祉
セ
ン
タ
ー

▽
行
政
相
談
委
員
＝
田
中
　
和
男

　
　
　
　
　
　
　
　
宮
本
　
律
子

【
問
合
せ
】

　
四
国
行
政
評
価
支
局
行
政
相
談
課

☎
０
８
７
|

８
３
１
|

３
１
０
３

　
交
通
事
故
に
よ
る
死
傷
者
数
は

年
々
減
少
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、

平
成
25
年
の
事
故
発
生
件
数
は
約

63
万
件
、
死
傷
者
数
は
約
79
万
人

と
、
国
民
の
誰
も
が
交
通
事
故
の

被
害
者
に
も
加
害
者
に
も
な
り
得

る
深
刻
な
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
交
通
事
故
は
車
社
会
の
負
の

部
分
で
あ
り
、
被
害
者
に
と
っ

て
も
加
害
者
に
と
っ
て
も
悲
惨

な
結
果
を
も
た
ら
す
も
の
で
す
。

　
自
賠
責
保
険
・
共
済
は
、
す
べ

て
の
ク
ル
マ
・
バ
イ
ク
１
台
ご
と

に
加
入
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
お
り
、

加
害
者
の
賠
償
責
任
を
担
保
す
る

こ
と
で
、
被
害
者
の
基
本
的
な
賠

償
を
保
障
す
る
制
度
で
あ
り
、
被

害
者
の
救
済
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。
一
人
ひ
と
り
が
、
よ
り
一
層

自
賠
責
制
度
の
役
割
や
重
要
性
、

保
険
金
・
共
済
金
の
支
払
い
の
し

く
み
な
ど
を
十
分
に
理
解
・
認
識

す
る
こ
と
が
と
て
も
大
切
で
す
。

◇
自
賠
責
保
険
・
共
済
な
し
で
の

　運
行
は
法
令
違
反
で
す
！

　
自
賠
責
保
険
・
共
済
は
、
万
一

の
自
動
車
事
故
の
際
の
基
本
的
な

対
人
賠
償
を
目
的
と
し
て
、
原
動

機
付
自
転
車
を
含
む
す
べ
て
の
自

動
車
に
加
入
が
義
務
付
け
ら
れ
て

お
り
、
自
賠
責
保
険
・
共
済
な
し

で
の
運
行
は
法
令
違
反
で
す
！

　
四
輪
車
も
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、

特
に
、
車
検
制
度
の
な
い
２
５
０

cc
以
下
の
バ
イ
ク
（
原
動
機
付
自

転
車
・
軽
二
輪
自
動
車
）
は
、
有

効
期
限
切
れ
、
か
け
忘
れ
に
ご
注

意
を
！

　
自
賠
責
制
度
の
詳
し
い
内
容
は
、

h
ttp

://www
.jiba

i.jp

で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

【
問
合
せ
】

　
四
国
運
輸
局
香
川
運
輸
支
局
　

企
画
輸
送
・
監
査
部
門

☎
０
８
７
|

８
８
２
|

１
３
５
７

■
精
神
障
害
者
家
族
会
の

開
催
に
つ
い
て

　
家
族
の
誰
か
が
精
神
疾
患
に
か

か
っ
た
と
き
、
多
く
の
家
族
は
生

活
が
一
変
し
ま
す
。
す
ぐ
に
病
気

と
は
気
づ
か
ず
に
、
何
か
様
子
が

お
か
し
い
と
感
じ
な
が
ら
、
時
間

だ
け
が
過
ぎ
て
い
く
こ
と
も
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
病
気
だ
と
分
か
っ
て
も
な
か
な

か
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
精
神
疾
患
の
多
く
は
青

年
期
に
発
病
す
る
こ
と
が
多
く
、

育
て
方
で
悩
ま
れ
る
方
も
い
ま
す
。

　
こ
の
会
で
は
、
家
族
の
悩
み
、

体
験
談
な
ど
を
話
し
合
い
、
家
族

と
し
て
何
が
で
き
る
か
一
緒
に
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
。

▽
日
時
＝
10
月
22
日
（水）

　
　
　
　
10
時
〜
11
時
30
分

▽
場
所
＝
福
祉
セ
ン
タ
ー
３
階

集
会
室

▽
参
加
料
＝
無
料

【
問
合
せ
】

　
多
度
津
町
福
祉
保
健
課

☎
33
|

４
４
８
８

■
電
波
に
関
す
る
相
談

　
電
波
適
正
利
用
推
進
員
は
、
総

務
省
四
国
総
合
通
信
局
長
か
ら
電

波
利
用
環
境
に
関
す
る
活
動
に
つ

い
て
委
嘱
さ
れ
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
で
す
。
混
信
・
受
信
障
害
な

ど
電
波
の
利
用
に
関
し
て
お
困
り

の
人
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

　
電
波
適
正
利
用
推
進
員
協
議
会

h
ttp

://www
.c
leand

e
np
a
.n
e
t/

■
浄
化
槽
の
法
定
検
査
に
つ
い
て

　
浄
化
槽
法
で
は
、
浄
化
槽
管
理

者
は
毎
年
１
回
、
知
事
が
指
定
し

た
指
定
検
査
機
関
で
あ
る
公
益
社

団
法
人
香
川
県
浄
化
槽
協
会
に
よ

る
「
水
質
に
関
す
る
検
査
」
を
受

け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
法

定
検
査
は
、
保
守
点
検
や
清
掃
を

実
施
し
て
い
て
も
受
け
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　
良
好
な
水
環
境
の
保
全
の
た
め
、

法
定
検
査
の
内
容
・
趣
旨
を
ご
理

解
い
た
だ
き
、
受
検
さ
れ
る
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

　
平
成
26
年
４
月
１
日
よ
り
、
10

人
槽
以
下
を
従
来
の
５
２
０
０
円

か
ら
４
９
０
０
円
に
、
検
査
料
の

改
定
を
行
い
ま
し
た
。

【
問
合
せ
】

　
香
川
県
浄
化
槽
協
会

☎
０
８
７
|

８
８
１
|

６
６
０
０

　
香
川
県
廃
棄
物
対
策
課

☎
０
８
７
|

８
３
２
|

３
２
２
４

　
中
讃
保
健
福
祉
事
務
所

☎
24
|

９
９
６
６

■
自
賠
責
保
険・自
賠
責
共
済

　〜
自
賠
責
が
あ
な
た
と

家
族
を
守
り
ま
す
〜

《町長との対話集会　開催予定表》

※対話集会は、約１時間30分の予定です。（予約不要）

佐柳本浦住民会館
佐柳長崎いこいの家
高見いこいの家
豊原農村婦人の家
福祉センター４階
四箇地区公民館
白方地区公民館

佐柳地区に居住の方
佐柳地区に居住の方
高見地区に居住の方
豊原地区に居住の方
旧町内に居住の方
四箇地区に居住の方
白方地区に居住の方

10月14日（火）／10時10分～
10月14日（火）／13時00分～
10月15日（水）／10時00分～
10月24日（金）／19時00分～
10月27日（月）／19時00分～
10月28日（火）／19時00分～
10月31日（金）／19時00分～

日　時 場　所 対　象

　②
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方
な

　
　
ど
国
民
年
金
の
任
意
加
入
者

　
※
国
民
年
金
基
金
の
加
入
者
や

　
　
免
除
の
該
当
者
は
、
付
加
保

　
　
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き

　
　
ま
せ
ん
。

【
問
合
せ
】

　
善
通
寺
年
金
事
務
所
　

☎
62
|

１
６
６
０

■
平
成
26
年
度
多
度
津
町

男
女
共
同
参
画
講
演
会

　
男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
の
啓

発
を
図
る
た
め
、
講
演
会
を
開
催

し
ま
す
。

　
今
回
は
子
育
て
支
援
が
進
ん
で

い
る
中
で
の
、
仕
事
と
育
児
の
両

立
等
に
お
け
る
生
活
の
調
和
に
つ

い
て
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▽
日
時
＝
11
月
７
日
（金）

　
　
　
　
10
時
〜
11
時
30
分

▽
場
所
＝
健
康
セ
ン
タ
ー
２
階

多
目
的
ホ
ー
ル

▽
講
師
＝
社
会
保
険
労
務
士

仲
井
京
子
　
氏

▽
定
員
＝
1
0
0
名

【
申
込
み
】

　
多
度
津
町
政
策
企
画
課
　

☎
33
|

１
１
１
６
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■
石
綿
に
よ
る
健
康
被
害
を

　
受
け
た
方
の
ご
遺
族
の
皆
様
へ

　
労
災
保
険
法
に
お
い
て
は
、
業

務
上
死
亡
さ
れ
た
労
働
者
に
係
る

遺
族
補
償
給
付
等
の
請
求
権
は
５

年
で
時
効
に
よ
り
消
滅
し
ま
す
が
、

「
石
綿
救
済
法
」
に
よ
り
、
石
綿

健
康
被
害
を
原
因
と
し
て
業
務
上

死
亡
さ
れ
た
労
働
者
に
係
る
遺
族

請
求
に
つ
い
て
は
、
平
成
34
年
３

月
27
日
を
期
限
と
し
て
、
５
年
以

上
経
過
し
て
い
て
も
特
例
に
よ
り

特
別
遺
族
給
付
金
の
請
求
が
で
き

ま
す
。

【
問
合
せ
】

　
香
川
労
働
局
労
災
補
償
課

　
☎
０
８
７
|

８
１
１
|

８
９
２
１

　
丸
亀
労
働
基
準
監
督
署

☎ 

22
|

６
２
４
４

■
ク
リ
ン
ト
ピ
ア
丸
亀
か
ら

　
お
知
ら
せ

●
エ
コ
丸
つ
う
し
ん
10
月
号

▽
一
般
・
親
子
向
け

18
日

（土）
牛
乳
パ
ッ
ク
で
紙
す
き
体
験

／
午
前
５
名

30
日

（木）
古
布
講
座
『
ク
リ
ス
マ
ス

　
　
　
用
ミ
ニ
リ
ー
ス
作
り
』

／
午
前
10
名

▽
対
象
＝
18
歳
以
上

▽
期
間
（
予
定
）
＝

　
①
水
曜
コ
ー
ス
（
全
15
回
）

11
月
５
日
〜
３
月
18
日

　
②
土
曜
コ
ー
ス
（
全
15
回
）

11
月
１
日
〜
３
月
28
日

▽
時
間
＝

　①
午
前
＝
10
時
〜
12
時

　②
午
後
＝
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

▽
場
所
＝
ク
リ
ン
ト
ピ
ア
丸
亀

ガ
ラ
ス
工
房

▽
定
員
＝
両
コ
ー
ス
と
も
各
部
６
人

　
※
重
複
受
講
不
可

　
※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

▽
材
料
費
＝
３
５
，０
０
０
円

▽
申
込
み
＝
往
復
ハ
ガ
キ
に
①
住

　
　
所
②
氏
名
③
年
齢
④
電
話
番

　
　
号
⑤
コ
ー
ス
（
水
曜
ま
た
は

　
　
土
曜
）、
時
間
（
午
前
ま
た

　
　
は
午
後
）、
初
級
ま
た
は
中

　
　
級
を
記
入
の
う
え
、
お
申
込

　
　
み
く
だ
さ
い
。

　
　
※
10
月
15
日
（水）
必
着

【
申
込
み
・
問
合
せ
】

　
ク
リ
ン
ト
ピ
ア
丸
亀

☎ 

56
|

１
１
４
４

　
〒
７
６
３‐０
０
８
３

　
丸
亀
市
土
器
町
北
１‐72‐２

　
※
各
講
座
と
も
予
約
が
必
要
。

　
※
持
物
が
必
要
な
講
座
あ
り
。

●
赤
ち
ゃ
ん
誕
生
記
念

　ガ
ラ
ス
の
足
型
作
り

　
足
サ
イ
ズ
12
㎝
以
下
の
赤
ち
ゃ

ん
が
対
象
（
一
足
型
８
千
円
）。

　
桐
箱
に
入
れ
、
ネ
ー
ム
プ
レ
ー

ト
を
添
え
て
、
お
渡
し
し
ま
す
。

※
10
月
実
施
は
、
19
日
（日）
・
26
日
（日）

※
予
約
が
必
要
で
す
。

●
第
32
回
リ
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ア

　
リ
サ
イ
ク
ル
品（
自
転
車
・
電

気
製
品
等
）の
有
料
提
供
、
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
、
ガ
ラ
ス
製
品
販
売
、

リ
サ
イ
ク
ル
工
作
体
験
等
、
多
彩

な
催
し
物
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

▽
日
時
＝
11
月
９
日
（日）

　
　
　
　
９
時
30
分
〜
13
時
30
分

▽
場
所
＝
ク
リ
ン
ト
ピ
ア
丸
亀

※
準
備
の
た
め
、
11
月
７
日
（金）
・

　
８
日
（土）
は
エ
コ
丸
工
房
休
館
。

●
吹
き
ガ
ラ
ス
専
門
講
座

　
平
成
26
年
度
後
期
受
講
生
（
初

級
、
中
級
）
を
募
集
し
ま
す
。

　
こ
の
講
座
で
吹
き
ガ
ラ
ス
の
手

法
を
学
び
、
自
分
の
手
で
オ
リ
ジ

ナ
ル
作
品
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
労
働
問
題
お
ま
か
せ
週
間

『
無
料
労
働
問
題
相
談
会
』

　
香
川
県
と
香
川
労
働
局
で
は
、

解
雇
、
退
職
、
賃
金
未
払
い
等
の

労
使
関
係
上
の
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い

て
、
香
川
県
労
働
委
員
会
委
員
等

に
よ
る
無
料
労
働
問
題
相
談
会
等

を
開
催
し
ま
す
。
秘
密
厳
守
で
す

の
で
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
＝
10
月
14
日
〜
18
日

　
　
　
　
12
時
〜
16
時

▽
場
所
＝

　
14
〜
17
日
／
県
労
働
委
員
会

　
　
会
議
室
（
県
庁
東
館
３
階
）

　
18
日
／
高
松
港
旅
客
タ
ー
ミ
ナ

　
　
ル
ビ
ル
６
階
会
議
室

　
※
16
日
は
、
中
讃
保
健
福
祉
事

　
　
務
所
２
階
で
の
相
談
も
実
施

▽
対
象
者
＝
県
内
の
事
業
所
で
働

　
　
く
労
働
者
の
方
、
労
働
組
合

　
　
や
事
業
主
の
方

▽
申
込
み
＝
原
則
不
要
（
電
話
予

　
　
約
は
可
能
）。
18
日
の
相
談
に

　
　
つ
い
て
は
、
17
日
17
時
ま
で

　
　
に
事
前
予
約
が
必
要
。

●『
労
働
相
談
機
関
パ
ネ
ル
・

ポ
ス
タ
ー
展
』
同
時
開
催
！

▽
日
時
＝
10
月
14
日
〜
17
日

▽
場
所
＝
県
庁
ギ
ャ
ラ
リ
ー

■
知
っ
て
い
ま
す
か
？

『
建
退
共
制
度
』に
つ
い
て

　
建
退
共
制
度
は
、
中
小
企
業
退

職
金
共
済
法
に
基
づ
き
、
建
設
現

場
労
働
者
の
福
祉
の
増
進
と
建
設

業
を
営
む
中
小
企
業
の
振
興
を
目

的
と
し
て
設
立
さ
れ
た
退
職
金
制

度
で
す
。

　
こ
の
制
度
は
、
事
業
主
の
方
々

が
、
労
働
者
の
働
い
た
日
数
に
応

じ
て
掛
金
と
な
る
共
済
証
紙
を
共

済
手
帳
に
貼
り
、
そ
の
労
働
者
が

建
設
業
界
で
働
く
こ
と
を
や
め
た

と
き
に
建
退
共
か
ら
退
職
金
を
支

払
う
と
い
う
、
い
わ
ば
業
界
全
体

で
の
退
職
金
制
度
で
す
。

▽
加
入
で
き
る
事
業
者
＝

　
　
建
設
業
を
営
む
方

▽
対
象
と
な
る
労
働
者
＝

　
　
建
設
業
の
現
場
で
働
く
方

▽
掛
金
＝
日
額
３
１
０
円

※
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、「
建

　
退
共
」
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

　
い
た
だ
く
か
、
建
退
共
支
部
ま

　
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

　
建
設
業
退
職
金
共
済
事
業

香
川
県
支
部

　
☎
０
８
７
|

８
５
１
|

７
９
１
９

【
問
合
せ
】

　
香
川
県
労
働
委
員
会
事
務
局

　
☎
０
８
７
|

８
３
２
|

３
７
２
１

■
10
月
１
日
〜
７
日
は『
公
証
週
間
』

　
公
証
役
場
で
は
、
当
事
者
の
依

頼
に
よ
り
遺
言
書
を
作
成
す
る
ほ

か
、
金
銭
の
貸
借
、
離
婚
に
伴
う

養
育
費
等
の
支
払
い
な
ど
各
種
の

契
約
書
（
公
正
証
書
）
を
作
成
し

て
い
ま
す
。
遺
言
者
の
意
思
を
確

実
に
保
存
で
き
る
上
、
相
続
や
遺

贈
の
手
続
き
が
簡
単
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
金
銭
の
支
払
い
を
約
束
し

た
公
正
証
書
は
、
裁
判
を
す
る
こ

と
な
く
差
押
え
の
手
続
き
を
執
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
証
書
作
成
手
続
き
に
つ
い
て
の

相
談
は
無
料
で
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

　
◎
高
松
公
証
役
場

　　（
高
松
市
亀
井
町
２
番
地
１

　　
朝
日
生
命
高
松
ビ
ル
７
階
）

　
☎
０
８
７
|

８
１
３
|

３
５
３
６

　
◎
丸
亀
公
証
役
場

　　（
丸
亀
市
塩
飽
町
７
番
地
２

　　
県
信
ビ
ル
５
階
）

☎ 

23
|

４
７
３
４

 【問合せ】政策企画課
   ☎３３-１１１６

 【問合せ】多度津町住民課 保険年金係
             ☎３３-４４８０

●乳幼児等医療費助成制度
◇住民票が多度津町にあり、健康保険に加入していること
　（国保・社会保険等）
◇子どもの年齢が15歳に達する日以後の最初の３月31日ま
　での間にあること
◇子どもの年齢が７歳の誕生月の翌月（１日生まれの方は
　誕生月）以降の方については、重度心身障害者等医療・
　ひとり親家庭等医療の対象者ではないこと

●ひとり親家庭等医療費助成制度
◇住民票が多度津町にあり、健康保険に加入
　していること（国保・社会保険等）
◇所得制限未満の方であること
◇原則、子どもの年齢が18歳に達する日以後
　の最初の３月31日までの間にあること
◇①～④のいずれかに該当すること
　①母子家庭の母およびその母に
　　扶養されている子ども
　②父子家庭の父およびその父に
　　扶養されている子ども
　③父母のない子ども
　④①～③に準じると町長が
　　認める方

●重度心身障害者等医療費助成制度
◇住民票が多度津町にあり、健康保険に加入していること
　（国保・社会保険等）
◇平成20年８月１日以後新たに該当者になる方について
　は、下記の①～③のいずれかに該当する方で、該当級の
　手帳の交付を受けた時の年齢が65歳未満であること
　①身体障害者手帳の１級～４級の交付を受けている方
　②療育手帳○Ａ、Ａまたは○Bと記載のある方
　③戦傷病者手帳に項症および款症と記載のある方

● 福祉
● 共助

● 教育
● 文化

● 地域
● 協働 ● 建設

● 交通

● 健康　
● いきがい

● 産業
● 観光

● 水 ● 自然
● 環境 ● 衛生

● 消防
● 防災
● 防犯

◇ まちづくり座談会とは？
　まちづくり委員会（総合計画策定について提言
するために、20名の委員で構成される会）が、９
つの行政分野について町民から広く意見を募るた
め、まちづくり座談会を開催します。
　座談会にはまちづくり委員に加え、公募により
登録した町民や町職員が参加し、ワ―クショップ
形式により、右記分野についての現状分析や改善
策の検討を行い、委員会の町長への提言に活用す
ることを目的とします。

●
開
催
予
定（
時
間
は
19
時
〜
21
時
）

　
①
健
康
・
生
き
が
い
　
終
了
し
ま
し
た
。

　
②
水
・
自
然
　
　
　
　
終
了
し
ま
し
た
。

　
③
地
域
・
協
働
　
　
　
10
月
２
日
（木）

　
④
福
祉
・
共
助
　
　
　
10
月
９
日
（木）

　
⑤
消
防
・
防
災
・
防
犯
　
10
月
16
日
（木）

　
⑥
教
育
・
文
化
　
　
　
11
月
23
日
（木）

　
⑦
環
境
・
衛
生
　
　
　
11
月
６
日
（木）

　
⑧
建
設
・
交
通
　
　
　
11
月
13
日
（木）

　
⑨
産
業
・
観
光
　
　
　
11
月
20
日
（木）

●
開
催
場
所

　
福
祉
セ
ン
タ
ー
３
階
　
講
習
室

●
応
募
資
格

　
座
員
に
応
募
す
る
こ
と
が
で
き
る
の

　
は
、
次
の
要
件
を
満
た
す
方
で
す
。

　
①
多
度
津
町
内
に
住
所
を
有
す
る
満

　
　
18
歳
以
上
の
方
（
高
校
生
を
除
く
）

　
②
多
度
津
町
の
ま
ち
づ
く
り
に
建

　
　
設
的
な
意
見
を
持
っ
て
い
る
方

　
③
多
度
津
町
ま
ち
づ
く
り
座
談
会

　
　
の
会
議
に
出
席
で
き
る
方

●
応
募
方
法

　
参
加
を
希
望
す
る
座
談
会
の
前
日
ま

　
で
に
、
政
策
企
画
課
へ
ご
連
絡
く
だ

　
さ
い
。

ま
ち
づ
く
り
座
談
会
の

 

座
員
を
募
集
し
て
い
ま
す

多度津町福祉医療費助成制度について
多度津町には、下記の医療費助成制度があります。対象となる要件は以下のとおりです。

　次
の
多
度
津
町
の
総
合
計
画
づ
く
り
に
町
民
の
皆
様
の
意
見
を
活
用

す
る
た
め
、
ま
ち
づ
く
り
座
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
ま
ち
の
未
来
に
つ

い
て
考
え
る
前
向
き
な
会
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
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■
石
綿
に
よ
る
健
康
被
害
を

　
受
け
た
方
の
ご
遺
族
の
皆
様
へ

　
労
災
保
険
法
に
お
い
て
は
、
業

務
上
死
亡
さ
れ
た
労
働
者
に
係
る

遺
族
補
償
給
付
等
の
請
求
権
は
５

年
で
時
効
に
よ
り
消
滅
し
ま
す
が
、

「
石
綿
救
済
法
」
に
よ
り
、
石
綿

健
康
被
害
を
原
因
と
し
て
業
務
上

死
亡
さ
れ
た
労
働
者
に
係
る
遺
族

請
求
に
つ
い
て
は
、
平
成
34
年
３

月
27
日
を
期
限
と
し
て
、
５
年
以

上
経
過
し
て
い
て
も
特
例
に
よ
り

特
別
遺
族
給
付
金
の
請
求
が
で
き

ま
す
。

【
問
合
せ
】

　
香
川
労
働
局
労
災
補
償
課

　
☎
０
８
７
|

８
１
１
|

８
９
２
１

　
丸
亀
労
働
基
準
監
督
署

☎ 
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|

６
２
４
４

■
ク
リ
ン
ト
ピ
ア
丸
亀
か
ら

　
お
知
ら
せ

●
エ
コ
丸
つ
う
し
ん
10
月
号

▽
一
般
・
親
子
向
け

18
日

（土）
牛
乳
パ
ッ
ク
で
紙
す
き
体
験

／
午
前
５
名

30
日

（木）
古
布
講
座
『
ク
リ
ス
マ
ス

　
　
　
用
ミ
ニ
リ
ー
ス
作
り
』

／
午
前
10
名

▽
対
象
＝
18
歳
以
上

▽
期
間
（
予
定
）
＝

　
①
水
曜
コ
ー
ス
（
全
15
回
）

11
月
５
日
〜
３
月
18
日

　
②
土
曜
コ
ー
ス
（
全
15
回
）

11
月
１
日
〜
３
月
28
日

▽
時
間
＝

　①
午
前
＝
10
時
〜
12
時

　②
午
後
＝
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

▽
場
所
＝
ク
リ
ン
ト
ピ
ア
丸
亀

ガ
ラ
ス
工
房

▽
定
員
＝
両
コ
ー
ス
と
も
各
部
６
人

　
※
重
複
受
講
不
可

　
※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

▽
材
料
費
＝
３
５
，０
０
０
円

▽
申
込
み
＝
往
復
ハ
ガ
キ
に
①
住

　
　
所
②
氏
名
③
年
齢
④
電
話
番

　
　
号
⑤
コ
ー
ス
（
水
曜
ま
た
は

　
　
土
曜
）、
時
間
（
午
前
ま
た

　
　
は
午
後
）、
初
級
ま
た
は
中

　
　
級
を
記
入
の
う
え
、
お
申
込

　
　
み
く
だ
さ
い
。

　
　
※
10
月
15
日
（水）
必
着

【
申
込
み
・
問
合
せ
】

　
ク
リ
ン
ト
ピ
ア
丸
亀

☎ 

56
|

１
１
４
４

　
〒
７
６
３‐０
０
８
３

　
丸
亀
市
土
器
町
北
１‐72‐２

　
※
各
講
座
と
も
予
約
が
必
要
。

　
※
持
物
が
必
要
な
講
座
あ
り
。

●
赤
ち
ゃ
ん
誕
生
記
念

　ガ
ラ
ス
の
足
型
作
り

　
足
サ
イ
ズ
12
㎝
以
下
の
赤
ち
ゃ

ん
が
対
象
（
一
足
型
８
千
円
）。

　
桐
箱
に
入
れ
、
ネ
ー
ム
プ
レ
ー

ト
を
添
え
て
、
お
渡
し
し
ま
す
。

※
10
月
実
施
は
、
19
日
（日）
・
26
日
（日）

※
予
約
が
必
要
で
す
。

●
第
32
回
リ
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ア

　
リ
サ
イ
ク
ル
品（
自
転
車
・
電

気
製
品
等
）の
有
料
提
供
、
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
、
ガ
ラ
ス
製
品
販
売
、

リ
サ
イ
ク
ル
工
作
体
験
等
、
多
彩

な
催
し
物
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

▽
日
時
＝
11
月
９
日
（日）

　
　
　
　
９
時
30
分
〜
13
時
30
分

▽
場
所
＝
ク
リ
ン
ト
ピ
ア
丸
亀

※
準
備
の
た
め
、
11
月
７
日
（金）
・

　
８
日
（土）
は
エ
コ
丸
工
房
休
館
。

●
吹
き
ガ
ラ
ス
専
門
講
座

　
平
成
26
年
度
後
期
受
講
生
（
初

級
、
中
級
）
を
募
集
し
ま
す
。

　
こ
の
講
座
で
吹
き
ガ
ラ
ス
の
手

法
を
学
び
、
自
分
の
手
で
オ
リ
ジ

ナ
ル
作
品
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
労
働
問
題
お
ま
か
せ
週
間

『
無
料
労
働
問
題
相
談
会
』

　
香
川
県
と
香
川
労
働
局
で
は
、

解
雇
、
退
職
、
賃
金
未
払
い
等
の

労
使
関
係
上
の
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い

て
、
香
川
県
労
働
委
員
会
委
員
等

に
よ
る
無
料
労
働
問
題
相
談
会
等

を
開
催
し
ま
す
。
秘
密
厳
守
で
す

の
で
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
＝
10
月
14
日
〜
18
日

　
　
　
　
12
時
〜
16
時

▽
場
所
＝

　
14
〜
17
日
／
県
労
働
委
員
会

　
　
会
議
室
（
県
庁
東
館
３
階
）

　
18
日
／
高
松
港
旅
客
タ
ー
ミ
ナ

　
　
ル
ビ
ル
６
階
会
議
室

　
※
16
日
は
、
中
讃
保
健
福
祉
事

　
　
務
所
２
階
で
の
相
談
も
実
施

▽
対
象
者
＝
県
内
の
事
業
所
で
働

　
　
く
労
働
者
の
方
、
労
働
組
合

　
　
や
事
業
主
の
方

▽
申
込
み
＝
原
則
不
要
（
電
話
予

　
　
約
は
可
能
）。
18
日
の
相
談
に

　
　
つ
い
て
は
、
17
日
17
時
ま
で

　
　
に
事
前
予
約
が
必
要
。

●『
労
働
相
談
機
関
パ
ネ
ル
・

ポ
ス
タ
ー
展
』
同
時
開
催
！

▽
日
時
＝
10
月
14
日
〜
17
日

▽
場
所
＝
県
庁
ギ
ャ
ラ
リ
ー

■
知
っ
て
い
ま
す
か
？

『
建
退
共
制
度
』に
つ
い
て

　
建
退
共
制
度
は
、
中
小
企
業
退

職
金
共
済
法
に
基
づ
き
、
建
設
現

場
労
働
者
の
福
祉
の
増
進
と
建
設

業
を
営
む
中
小
企
業
の
振
興
を
目

的
と
し
て
設
立
さ
れ
た
退
職
金
制

度
で
す
。

　
こ
の
制
度
は
、
事
業
主
の
方
々

が
、
労
働
者
の
働
い
た
日
数
に
応

じ
て
掛
金
と
な
る
共
済
証
紙
を
共

済
手
帳
に
貼
り
、
そ
の
労
働
者
が

建
設
業
界
で
働
く
こ
と
を
や
め
た

と
き
に
建
退
共
か
ら
退
職
金
を
支

払
う
と
い
う
、
い
わ
ば
業
界
全
体

で
の
退
職
金
制
度
で
す
。

▽
加
入
で
き
る
事
業
者
＝

　
　
建
設
業
を
営
む
方

▽
対
象
と
な
る
労
働
者
＝

　
　
建
設
業
の
現
場
で
働
く
方

▽
掛
金
＝
日
額
３
１
０
円

※
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、「
建

　
退
共
」
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

　
い
た
だ
く
か
、
建
退
共
支
部
ま

　
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

　
建
設
業
退
職
金
共
済
事
業

香
川
県
支
部

　
☎
０
８
７
|

８
５
１
|

７
９
１
９

【
問
合
せ
】

　
香
川
県
労
働
委
員
会
事
務
局

　
☎
０
８
７
|

８
３
２
|

３
７
２
１

■
10
月
１
日
〜
７
日
は『
公
証
週
間
』

　
公
証
役
場
で
は
、
当
事
者
の
依

頼
に
よ
り
遺
言
書
を
作
成
す
る
ほ

か
、
金
銭
の
貸
借
、
離
婚
に
伴
う

養
育
費
等
の
支
払
い
な
ど
各
種
の

契
約
書
（
公
正
証
書
）
を
作
成
し

て
い
ま
す
。
遺
言
者
の
意
思
を
確

実
に
保
存
で
き
る
上
、
相
続
や
遺

贈
の
手
続
き
が
簡
単
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
金
銭
の
支
払
い
を
約
束
し

た
公
正
証
書
は
、
裁
判
を
す
る
こ

と
な
く
差
押
え
の
手
続
き
を
執
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
証
書
作
成
手
続
き
に
つ
い
て
の

相
談
は
無
料
で
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

　
◎
高
松
公
証
役
場

　　（
高
松
市
亀
井
町
２
番
地
１

　　
朝
日
生
命
高
松
ビ
ル
７
階
）

　
☎
０
８
７
|

８
１
３
|

３
５
３
６

　
◎
丸
亀
公
証
役
場

　　（
丸
亀
市
塩
飽
町
７
番
地
２

　　
県
信
ビ
ル
５
階
）

☎ 

23
|

４
７
３
４

 【問合せ】政策企画課
   ☎３３-１１１６

 【問合せ】多度津町住民課 保険年金係
             ☎３３-４４８０

●乳幼児等医療費助成制度
◇住民票が多度津町にあり、健康保険に加入していること
　（国保・社会保険等）
◇子どもの年齢が15歳に達する日以後の最初の３月31日ま
　での間にあること
◇子どもの年齢が７歳の誕生月の翌月（１日生まれの方は
　誕生月）以降の方については、重度心身障害者等医療・
　ひとり親家庭等医療の対象者ではないこと

●ひとり親家庭等医療費助成制度
◇住民票が多度津町にあり、健康保険に加入
　していること（国保・社会保険等）
◇所得制限未満の方であること
◇原則、子どもの年齢が18歳に達する日以後
　の最初の３月31日までの間にあること
◇①～④のいずれかに該当すること
　①母子家庭の母およびその母に
　　扶養されている子ども
　②父子家庭の父およびその父に
　　扶養されている子ども
　③父母のない子ども
　④①～③に準じると町長が
　　認める方

●重度心身障害者等医療費助成制度
◇住民票が多度津町にあり、健康保険に加入していること
　（国保・社会保険等）
◇平成20年８月１日以後新たに該当者になる方について
　は、下記の①～③のいずれかに該当する方で、該当級の
　手帳の交付を受けた時の年齢が65歳未満であること
　①身体障害者手帳の１級～４級の交付を受けている方
　②療育手帳○Ａ、Ａまたは○Bと記載のある方
　③戦傷病者手帳に項症および款症と記載のある方

● 福祉
● 共助

● 教育
● 文化

● 地域
● 協働 ● 建設

● 交通

● 健康　
● いきがい

● 産業
● 観光

● 水 ● 自然
● 環境 ● 衛生

● 消防
● 防災
● 防犯

◇ まちづくり座談会とは？
　まちづくり委員会（総合計画策定について提言
するために、20名の委員で構成される会）が、９
つの行政分野について町民から広く意見を募るた
め、まちづくり座談会を開催します。
　座談会にはまちづくり委員に加え、公募により
登録した町民や町職員が参加し、ワ―クショップ
形式により、右記分野についての現状分析や改善
策の検討を行い、委員会の町長への提言に活用す
ることを目的とします。

●
開
催
予
定（
時
間
は
19
時
〜
21
時
）

　
①
健
康
・
生
き
が
い
　
終
了
し
ま
し
た
。

　
②
水
・
自
然
　
　
　
　
終
了
し
ま
し
た
。

　
③
地
域
・
協
働
　
　
　
10
月
２
日
（木）

　
④
福
祉
・
共
助
　
　
　
10
月
９
日
（木）

　
⑤
消
防
・
防
災
・
防
犯
　
10
月
16
日
（木）

　
⑥
教
育
・
文
化
　
　
　
11
月
23
日
（木）

　
⑦
環
境
・
衛
生
　
　
　
11
月
６
日
（木）

　
⑧
建
設
・
交
通
　
　
　
11
月
13
日
（木）

　
⑨
産
業
・
観
光
　
　
　
11
月
20
日
（木）

●
開
催
場
所

　
福
祉
セ
ン
タ
ー
３
階
　
講
習
室

●
応
募
資
格

　
座
員
に
応
募
す
る
こ
と
が
で
き
る
の

　
は
、
次
の
要
件
を
満
た
す
方
で
す
。

　
①
多
度
津
町
内
に
住
所
を
有
す
る
満

　
　
18
歳
以
上
の
方
（
高
校
生
を
除
く
）

　
②
多
度
津
町
の
ま
ち
づ
く
り
に
建

　
　
設
的
な
意
見
を
持
っ
て
い
る
方

　
③
多
度
津
町
ま
ち
づ
く
り
座
談
会

　
　
の
会
議
に
出
席
で
き
る
方

●
応
募
方
法

　
参
加
を
希
望
す
る
座
談
会
の
前
日
ま

　
で
に
、
政
策
企
画
課
へ
ご
連
絡
く
だ

　
さ
い
。

ま
ち
づ
く
り
座
談
会
の

 

座
員
を
募
集
し
て
い
ま
す

多度津町福祉医療費助成制度について
多度津町には、下記の医療費助成制度があります。対象となる要件は以下のとおりです。

　次
の
多
度
津
町
の
総
合
計
画
づ
く
り
に
町
民
の
皆
様
の
意
見
を
活
用

す
る
た
め
、
ま
ち
づ
く
り
座
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
ま
ち
の
未
来
に
つ

い
て
考
え
る
前
向
き
な
会
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
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♪

町民のみなさまから
問合せが多い質問に
お答えします！

■
自
動
車
事
故
の
被
害
者
の
方
へ

　被
害
者
援
護
制
度
の
ご
案
内

　
自
動
車
事
故
対
策
機
構
（
Ｎ
Ａ

Ｓ
Ｖ
Ａ
）
で
は
、
自
動
車
事
故
が

原
因
で
、
介
護
が
必
要
な
状
態
に

あ
る
方
に
介
護
料
を
支
給
し
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
自
動
車
事
故
が
原
因
で

保
護
者
が
亡
く
な
ら
れ
た
等
に
よ

り
、
生
活
が
困
窮
し
て
い
る
家
庭

の
交
通
遺
児
等
に
対
し
て
、
交
通

遺
児
等
育
成
資
金
の
貸
付
け
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　
支
給
お
よ
び
貸
付
の
対
象
な

ど
、
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

　
自
動
車
事
故
対
策
機
構

高
松
主
管
支
所

　
☎
０
８
７
|

８
５
１
|

６
９
６
３

■
満
濃
池
森
林
公
園

●
秋
の
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム

　
10
月
19
日
は
、
全
国
一
斉
ネ
イ

チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
の
日
！

　
季
節
の
移
り
変
わ
り
を
、
生
き

物
や
植
物
の
活
動
と
ネ
イ
チ
ャ
ー

ゲ
ー
ム
を
通
じ
て
、
肌
で
感
じ
て

み
ま
し
ょ
う
。

●
ハ
ン
ギ
ン
グ
バ
ス
ケ
ッ
ト
作
り

　
色
々
な
種
類
の
草
花
を
も
っ
て

オ
リ
ジ
ナ
ル
な
ハ
ン
ギ
ン
グ
バ
ス

ケ
ッ
ト
の
寄
植
え
を
作
り
ま
す
。

　
終
了
後
、
園
芸
や
ガ
ー
デ
ニ
ン

グ
に
関
す
る
相
談
会
も
行
い
ま
す
。

▽
日
時
＝
10
月
19
日
（日）

　
　
　
　
13
時
30
分
〜
15
時
45
分

▽
場
所
＝
坂
出
市
番
の
州
公
園

管
理
事
務
所

▽
参
加
費
＝
３
０
０
０
円

▽
定
員
＝
先
着
10
名

▽
講
師
＝
牟
礼
　
信
子 

氏

　
参
加
希
望
の
方
は
、
郵
送
ま
た

は
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
に
て
、
①

住
所
②
氏
名
③
年
齢
④
性
別
⑤
電

話
番
号
⑥
セ
ミ
ナ
ー
名
⑦
質
問
事

項
を
明
記
の
う
え
、
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

※
電
話
申
込
み
不
可

【
申
込
み
・
問
合
せ
】

　
坂
出
緩
衝
緑
地
管
理
事
務
所

　
〒
７
６
２‐０
０
６
３

　
　
坂
出
市
番
の
州
公
園
５
番
地

　
☎
45
|

６
８
２
０

FAX 

43
|

５
２
１
３

　
メール 

▽
日
時
＝
10
月
19
日
（日）

　
　
　
　
９
時
〜
12
時

▽
場
所
＝
満
濃
池
森
林
公
園

森
林
の
館

▽
参
加
費
＝
無
料

【
問
合
せ
】

　
香
川
県
満
濃
池
森
林
公
園

管
理
事
務
所

☎ 

78
|

３
３
６
４

■
坂
出
緩
衝
緑
地
管
理
事
務
所

　『ガ
ー
デ
ン
セ
ミ
ナ
ー
』

●
肥
料
と
土
づ
く
り

　
肥
料
の
種
類
と
効
果
、
土
づ
く

り
方
法
に
つ
い
て
学
べ
ま
す
。

　
終
了
後
、
園
芸
や
ガ
ー
デ
ニ
ン

グ
に
関
す
る
相
談
会
も
行
い
ま
す
。

▽
日
時
＝
10
月
19
日
（日）

　
　
　
　
９
時
30
分
〜
11
時
45
分

▽
場
所
＝
坂
出
市
番
の
州
公
園

管
理
事
務
所

▽
参
加
費
＝
５
０
０
円

▽
定
員
＝
先
着
20
名

▽
講
師
＝
Ｎ
Ｐ
Ｏ
か
み
は

西
山
　
聡
　
樹
木
医

kansyouryokuti

 
 @

rhythm
.ocn

.ne
.jp

《
募
　集
》

■
多
度
津
町
観
光
協
会
主
催

第
６
回
た
ど
つ
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

　
讃
岐
鉄
道
開
業
１
２
５
周
年
、

四
国
霊
場
開
創
１
２
０
０
年
、
瀬

戸
内
海
国
立
公
園
指
定
80
周
年
に

あ
た
る
今
年
。
こ
れ
ら
に
ゆ
か
り

の
あ
る
多
度
津
町
の
魅
力
を
、
あ

な
た
の
目
線
で
写
真
に
お
さ
め
て

み
ま
せ
ん
か
？

　
入
賞
者
に
は
、
た
ど
つ
共
通
商

品
券
を
贈
呈
し
ま
す
。

▽
テ
ー
マ
＝

　『
多
度
津
の
魅
力
、再
発
見
！
』

▽
締
切
日
＝
11
月
28
日
（金）

▽
応
募
要
領
＝

　
・
四
切
・
ワ
イ
ド
四
切
・
Ａ
４

　
　
サ
イ
ズ
と
し
て
く
だ
さ
い
。

　
・
作
品
の
提
出
や
送
付
時
に
は
、

　
　
作
品
が
傷
ま
な
い
よ
う
ク
リ

　
　
ア
シ
ー
ト
等
に
入
れ
て
く
だ

　
　
さ
い
。

　
・
応
募
作
品
は
、
一
人
１
点
と

　
　
し
、
返
却
は
し
ま
せ
ん
。

※
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
、
応
募

　
上
の
注
意
や
応
募
票
を
掲
載
し

　
て
い
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
個
人
情
報
は
、
審
査
・
発
表

　
時
の
み
使
用
し
ま
す
。

※
発
表
は
12
月
中
旬
頃
を
予
定
。

※
２
回
目
の
募
集
締
め
切
り
は
、

　
10
月
31
日
（金）
で
す
。

【
問
合
せ
】

　
多
度
津
町
福
祉
保
健
課

☎ 

33
|

４
４
８
８

■『
精
神
保
健
福
祉
ボ
ラ
ン

　テ
ィ
ア
講
座
』参
加
者
募
集
！

　
精
神
保
健
福
祉
に
関
心
を
お
持

ち
の
方
、
ま
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
お
考
え
の
方
、
講
座
を
受
け

て
み
ま
せ
ん
か
。

　
障
害
の
あ
る
方
が
暮
ら
し
や
す

い
社
会
を
実
現
す
る
た
め
に
私
た

ち
に
何
が
出
来
る
の
か
、
一
緒
に

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

▽
開
催
日
／
内
容
＝

　
①
10
月
9
日
（木）

　
　
講
義
「
精
神
障
が
い
者
の
理

　
　
解
と
地
域
生
活
」

　
②
10
月
16
日
（木）

　
　
講
義
「
香
川
県
の
精
神
保
健

　
　
福
祉
」

　
③
10
月
23
日
（木）

　
　
施
設
見
学
・
交
流
会

　
④
10
月
30
日
（木）

　
　
座
談
会
「
精
神
保
健
福
祉
ボ

　
　
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
」

　
※
開
催
時
間
は
①
〜
④
と
も
に

　
　
９
時
30
分
〜
12
時

▽
場
所
＝
丸
亀
市
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
４
階
　
研
修
会
議
室
３

　
※
③
の
み
、「
地
域
活
動
支
援
セ

　
　
ン
タ
ー
は
な
ぞ
の
」で
開
催

▽
対
象
＝
精
神
保
健
福
祉
お
よ
び

　
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
関
心

　
　
が
あ
る
方

▽
定
員
＝
25
名

▽
申
込
方
法
＝
氏
名
・
住
所
・
連

　
　
絡
先
を
、
電
話
に
て
お
申
し

　
　
込
み
く
だ
さ
い
。

　
※
10
月
６
日
（月）
締
切
り

▽
受
講
料
＝
無
料

【
申
込
み
・
問
合
せ
】

　
中
讃
保
健
福
祉
事
務
所

　
保
健
対
策
第
二
課

☎ 

24
|

９
９
６
３

【
応
募
先
・
問
合
せ
】

　
〒
７
６
４‐８
５
０
１

　
　
多
度
津
町
栄
町
１‐１‐91

　
多
度
津
町
観
光
協
会

　（
多
度
津
町
産
業
課
内
）

☎ 

33
|

１
１
１
３

■
寝
具
類
等
洗
濯
乾
燥
消
毒

　サ
ー
ビ
ス
事
業
の
ご
案
内

　
ご
自
宅
で
生
活
さ
れ
て
お
り
、

布
団
を
干
す
の
が
困
難
な
方
が
、

よ
り
清
潔
で
快
適
な
生
活
を
過
ご

せ
る
よ
う
、
多
度
津
町
で
は
寝
具

類
の
洗
濯
乾
燥
消
毒
サ
ー
ビ
ス
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

▽
対
象
＝
町
民
税
非
課
税
世
帯
で
、

　
　
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方

　
①
75
歳
以
上
の
高
齢
者
ま
た
は

　
　
重
度
の
障
が
い
が
あ
る
方

　
②
一
人
暮
ら
し
ま
た
は
高
齢
者

　
　
の
み
の
世
帯
、
お
よ
び
こ
れ

　
　
に
準
ず
る
世
帯
の
方

　
③
布
団
を
干
す
の
が
困
難
な
方

▽
負
担
額
＝
１
回
当
り
６
０
０
円

　
　
　
　
　（
年
間
２
回
実
施
）

口座振替払いと納付書払いの２種類です。
　口座振替の申込用紙は、上下水道課、町役場出納室、町内各金融機関の支店
に準備していますので、通帳と通帳印を持参の上、手続きをお願いします。申
込用紙を郵送希望の方は、上下水道課までご連絡ください。
　また、納付書による支払を希望される方は、町内各金融機関の支店、町役場
出納室、上下水道課の窓口でお支払いただけます。ただし、郵便局の窓口では
お支払いただけません。納付書にも金融機関名を記載していますのでご確認く
ださい。なお、コンビニ、クレジットカードによる支払はできません。

★毎月15日が納付期限です。連絡がなく未納が続いた場合は給水を停止することがありますので、
必ず上下水道課までご連絡ください。

こんなとき、どうしたらえんな？

水道料金 Q A&
 

【問合せ】
多度津町上下水道課
☎３３-１３００

【問合せ】
多度津町上下水道課
☎３３-１３００
 
 

Q1
A
水道料金の支払方法は？

　できます。上下水道課までご連絡く
ださい。また、口座振替をご利用の方
は、電話で毎月15日または月末の引き
落としと未納分も合わせて引き落とし
が可能です。

Q2

A

過去の納付書を紛失しました。
再発行できますか？

　基本料金と超過料金に分か
れます（右記参照）。詳しく
知りたい方は、上下水道課ま
でお問合せいただくか、町ホ
ームページをご覧ください。

Q3

A

上下水道料金の仕組みが知りたい！
（単位：円）

便利な口座振替払いを
お勧めします！

05㎥まで
10㎥まで
11㎥以上

７９９
１,５９８

上水道

１,０８０

下水道

１㎥ごとに超過料金



お知らせ・募集お知らせ・募集お知らせ・募集お知らせ・募集

1415

♪

町民のみなさまから
問合せが多い質問に
お答えします！

■
自
動
車
事
故
の
被
害
者
の
方
へ

　被
害
者
援
護
制
度
の
ご
案
内

　
自
動
車
事
故
対
策
機
構
（
Ｎ
Ａ

Ｓ
Ｖ
Ａ
）
で
は
、
自
動
車
事
故
が

原
因
で
、
介
護
が
必
要
な
状
態
に

あ
る
方
に
介
護
料
を
支
給
し
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
自
動
車
事
故
が
原
因
で

保
護
者
が
亡
く
な
ら
れ
た
等
に
よ

り
、
生
活
が
困
窮
し
て
い
る
家
庭

の
交
通
遺
児
等
に
対
し
て
、
交
通

遺
児
等
育
成
資
金
の
貸
付
け
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　
支
給
お
よ
び
貸
付
の
対
象
な

ど
、
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

　
自
動
車
事
故
対
策
機
構

高
松
主
管
支
所

　
☎
０
８
７
|

８
５
１
|

６
９
６
３

■
満
濃
池
森
林
公
園

●
秋
の
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム

　
10
月
19
日
は
、
全
国
一
斉
ネ
イ

チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
の
日
！

　
季
節
の
移
り
変
わ
り
を
、
生
き

物
や
植
物
の
活
動
と
ネ
イ
チ
ャ
ー

ゲ
ー
ム
を
通
じ
て
、
肌
で
感
じ
て

み
ま
し
ょ
う
。

●
ハ
ン
ギ
ン
グ
バ
ス
ケ
ッ
ト
作
り

　
色
々
な
種
類
の
草
花
を
も
っ
て

オ
リ
ジ
ナ
ル
な
ハ
ン
ギ
ン
グ
バ
ス

ケ
ッ
ト
の
寄
植
え
を
作
り
ま
す
。

　
終
了
後
、
園
芸
や
ガ
ー
デ
ニ
ン

グ
に
関
す
る
相
談
会
も
行
い
ま
す
。

▽
日
時
＝
10
月
19
日
（日）

　
　
　
　
13
時
30
分
〜
15
時
45
分

▽
場
所
＝
坂
出
市
番
の
州
公
園

管
理
事
務
所

▽
参
加
費
＝
３
０
０
０
円

▽
定
員
＝
先
着
10
名

▽
講
師
＝
牟
礼
　
信
子 

氏

　
参
加
希
望
の
方
は
、
郵
送
ま
た

は
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
に
て
、
①

住
所
②
氏
名
③
年
齢
④
性
別
⑤
電

話
番
号
⑥
セ
ミ
ナ
ー
名
⑦
質
問
事

項
を
明
記
の
う
え
、
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

※
電
話
申
込
み
不
可

【
申
込
み
・
問
合
せ
】

　
坂
出
緩
衝
緑
地
管
理
事
務
所

　
〒
７
６
２‐０
０
６
３

　
　
坂
出
市
番
の
州
公
園
５
番
地

　
☎
45
|

６
８
２
０

FAX 

43
|

５
２
１
３

　
メール 

▽
日
時
＝
10
月
19
日
（日）

　
　
　
　
９
時
〜
12
時

▽
場
所
＝
満
濃
池
森
林
公
園

森
林
の
館

▽
参
加
費
＝
無
料

【
問
合
せ
】

　
香
川
県
満
濃
池
森
林
公
園

管
理
事
務
所

☎ 

78
|

３
３
６
４

■
坂
出
緩
衝
緑
地
管
理
事
務
所

　『ガ
ー
デ
ン
セ
ミ
ナ
ー
』

●
肥
料
と
土
づ
く
り

　
肥
料
の
種
類
と
効
果
、
土
づ
く

り
方
法
に
つ
い
て
学
べ
ま
す
。

　
終
了
後
、
園
芸
や
ガ
ー
デ
ニ
ン

グ
に
関
す
る
相
談
会
も
行
い
ま
す
。

▽
日
時
＝
10
月
19
日
（日）

　
　
　
　
９
時
30
分
〜
11
時
45
分

▽
場
所
＝
坂
出
市
番
の
州
公
園

管
理
事
務
所

▽
参
加
費
＝
５
０
０
円

▽
定
員
＝
先
着
20
名

▽
講
師
＝
Ｎ
Ｐ
Ｏ
か
み
は

西
山
　
聡
　
樹
木
医

kansyouryokuti

 
 @

rhythm
.ocn

.ne
.jp

《
募
　集
》

■
多
度
津
町
観
光
協
会
主
催

第
６
回
た
ど
つ
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

　
讃
岐
鉄
道
開
業
１
２
５
周
年
、

四
国
霊
場
開
創
１
２
０
０
年
、
瀬

戸
内
海
国
立
公
園
指
定
80
周
年
に

あ
た
る
今
年
。
こ
れ
ら
に
ゆ
か
り

の
あ
る
多
度
津
町
の
魅
力
を
、
あ

な
た
の
目
線
で
写
真
に
お
さ
め
て

み
ま
せ
ん
か
？

　
入
賞
者
に
は
、
た
ど
つ
共
通
商

品
券
を
贈
呈
し
ま
す
。

▽
テ
ー
マ
＝

　『
多
度
津
の
魅
力
、再
発
見
！
』

▽
締
切
日
＝
11
月
28
日
（金）

▽
応
募
要
領
＝

　
・
四
切
・
ワ
イ
ド
四
切
・
Ａ
４

　
　
サ
イ
ズ
と
し
て
く
だ
さ
い
。

　
・
作
品
の
提
出
や
送
付
時
に
は
、

　
　
作
品
が
傷
ま
な
い
よ
う
ク
リ

　
　
ア
シ
ー
ト
等
に
入
れ
て
く
だ

　
　
さ
い
。

　
・
応
募
作
品
は
、
一
人
１
点
と

　
　
し
、
返
却
は
し
ま
せ
ん
。

※
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
、
応
募

　
上
の
注
意
や
応
募
票
を
掲
載
し

　
て
い
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
個
人
情
報
は
、
審
査
・
発
表

　
時
の
み
使
用
し
ま
す
。

※
発
表
は
12
月
中
旬
頃
を
予
定
。

※
２
回
目
の
募
集
締
め
切
り
は
、

　
10
月
31
日
（金）
で
す
。

【
問
合
せ
】

　
多
度
津
町
福
祉
保
健
課

☎ 

33
|

４
４
８
８

■『
精
神
保
健
福
祉
ボ
ラ
ン

　テ
ィ
ア
講
座
』参
加
者
募
集
！

　
精
神
保
健
福
祉
に
関
心
を
お
持

ち
の
方
、
ま
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
お
考
え
の
方
、
講
座
を
受
け

て
み
ま
せ
ん
か
。

　
障
害
の
あ
る
方
が
暮
ら
し
や
す

い
社
会
を
実
現
す
る
た
め
に
私
た

ち
に
何
が
出
来
る
の
か
、
一
緒
に

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

▽
開
催
日
／
内
容
＝

　
①
10
月
9
日
（木）

　
　
講
義
「
精
神
障
が
い
者
の
理

　
　
解
と
地
域
生
活
」

　
②
10
月
16
日
（木）

　
　
講
義
「
香
川
県
の
精
神
保
健

　
　
福
祉
」

　
③
10
月
23
日
（木）

　
　
施
設
見
学
・
交
流
会

　
④
10
月
30
日
（木）

　
　
座
談
会
「
精
神
保
健
福
祉
ボ
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口座振替払いと納付書払いの２種類です。
　口座振替の申込用紙は、上下水道課、町役場出納室、町内各金融機関の支店
に準備していますので、通帳と通帳印を持参の上、手続きをお願いします。申
込用紙を郵送希望の方は、上下水道課までご連絡ください。
　また、納付書による支払を希望される方は、町内各金融機関の支店、町役場
出納室、上下水道課の窓口でお支払いただけます。ただし、郵便局の窓口では
お支払いただけません。納付書にも金融機関名を記載していますのでご確認く
ださい。なお、コンビニ、クレジットカードによる支払はできません。

★毎月15日が納付期限です。連絡がなく未納が続いた場合は給水を停止することがありますので、
必ず上下水道課までご連絡ください。

こんなとき、どうしたらえんな？

水道料金 Q A&
 

【問合せ】
多度津町上下水道課
☎３３-１３００

【問合せ】
多度津町上下水道課
☎３３-１３００
 
 

Q1
A
水道料金の支払方法は？

　できます。上下水道課までご連絡く
ださい。また、口座振替をご利用の方
は、電話で毎月15日または月末の引き
落としと未納分も合わせて引き落とし
が可能です。

Q2

A

過去の納付書を紛失しました。
再発行できますか？

　基本料金と超過料金に分か
れます（右記参照）。詳しく
知りたい方は、上下水道課ま
でお問合せいただくか、町ホ
ームページをご覧ください。

Q3

A

上下水道料金の仕組みが知りたい！
（単位：円）

便利な口座振替払いを
お勧めします！

05㎥まで
10㎥まで
11㎥以上

７９９
１,５９８

上水道

１,０８０

下水道

１㎥ごとに超過料金
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【問合せ】 香川県子ども女性相談センター　☎０８７－８６２－８８６１
　　　　　 香川県西部子ども相談センター　☎０８７７－２４－３１７３

【問合せ】 多度津町税務課  資産税係　☎３３－１１１８

【問合せ・連絡先】 多度津町税務課  管理係　☎３３－１１１８

さとおやのさと 検 索検 索

　さまざまな事情で保護者の下で生活できない子どもたちが、家庭的な環境で健やかに成長するために、『里親
制度』があります。
　里親には、子どもが親元に帰るまで、または18歳になって独立するまでの期間を養育する「養育里親」（養育
期間は数週間～10数年）、養子縁組により養親となることを希望する「養子縁組里親」等があります。
　里親になるためには、特別な資格は必要ありませんが、心身ともに健康で子どもの養育に理解と熱意、愛情を
持っていること、経済的に困窮していないこと等が条件となります（事前審査や研修があります）。
　県内では、平成26年８月１日現在、43人の児童が26世帯の里親家庭で生活しています。
　事情があって親や家族と暮らせない子どもの大半は施設で暮らしています。里親家庭で暮らす子どもはまだま
だ少数です。子どもを家庭に迎え入れ、親身になって一緒に歩む『里親制度』にご理解とご協力をお願いします。
　里親制度の詳細を知りたい方や里親になりたい方は、お問い合わせください。

10月は『里親を求める運動』月間です。

口座振替は、納期限日に自動的にご指定の口座から税金が引き落としになる制度です。
口座振替をご利用になると、町税の納め忘れがなく便利です。
キャンペーン期間中にお申込みいただいた方を対象に、抽選で商品券が当たります！
この機会にぜひともお申込みください。
　【対 象 者】期間中に個人の該当する税金を口座振替に変更された方
　　　　　　　※固定資産税・都市計画税、町県民税、軽自動車税、国民健康保険税で、
　　　　　　　　申込み対象者が該当する税目（いづれかでも可）
　【当選賞品】町内商店で利用可能な 商品券１,０００円分
　【発送時期】12月中を予定（賞品の当選は発送をもってかえさせていただきます）
　【申込方法】①町役場税務課に直接来られる場合
　　　　　　　　口座番号と通帳印が必要です。
　　　　　　　②郵送で申込みされる場合
　　　　　　　　郵送用口座振替依頼書を送付しますので、税務課管理係までご連絡ください。
　　※通帳印等相違の場合は対象外になりますので、事前に金融機関でご確認をお願いします。
　　※抽選で100人を当選者とします。４月１日以降にお申込みをされている方は対象となっています。

町税の口座振替加入推進キャンペーン

里親制度を知っていますか
～温かい家庭を子どもに～

　土地の固定資産税は、登記簿記載の地積（登記地積）による課税が原則となって
いますが、多度津町では地籍調査後に地積の増加があった場合でも、税負担の急増
を抑えるため、固定資産税は調査前の地積で課税してきました。
　しかし、税負担の公平性などを総合的に考慮し、平成27年度の評価替えに伴い、
地籍調査後の登記地積による課税を行うこととしました。
　地籍調査の対象となった土地を所有している方については、課税面積が変わるこ
とで固定資産税の税額にも影響がある場合もありますので、ご理解のほどよろしく
お願いします。

平成２７年度から固定資産税の課税面積が、地籍調査後の面積に変わります。 『やさしいレシピ 家庭でつくる介護食講座』
楽ちん介護の食事編！食べる量が減ってしまった、噛む力や飲みこむ力が弱くなって
しまった方でも、簡単に美味しく食べられる食事のコツをプロに学べる講座です。
　【日　時】①講義  11月04日（火）／13時30分～16時
　　　　　　②調理  11月11日（火）／09時30分～13時
　【場　所】町民健康センター２階　クッキングルーム
　【講　師】みくりや倶楽部　吉岡 淳次 氏
　【定　員】30名（２日とも参加できる方優先、調理のみの参加は不可）
　※参加費無料。詳しくは回覧文書、社協ホームページをご覧ください。

【問合せ】
地域包括支援センター
  　   ☎３３-１１３８

第三日曜日に不燃ごみ・資源ごみを受け入れします。

平成26年10月19日より、毎月第三日曜日、
リサイクルプラザにて一般家庭の不燃ごみおよび資源ごみの受け入れを開始します。

●持ち込み場所／時間
　多度津町リサイクルプラザ ／ 毎月第三日曜日 午前８時～午前11時30分
●持ち込みができる品目
　◇不燃ごみ　※指定袋に入れてください
　◇資源ごみ　空かん（アルミ・スチール）・金属・布・牛乳パック、新聞紙・段ボール・雑誌・
　　　　　　　生きびん・駄ビン・ペットボトル・白色トレイ・廃食油・乾電池・蛍光管
●注意事項
　◇上記以外のごみ（可燃ごみ、粗大ごみ）は、持ち込みできません。
　◇町外の方、一般廃棄物収集運搬許可業者、事業所からの持ち込みはできません。
　◇持ち込みの際には、それぞれの品目に分別し、受付をしてから搬入してください。

【問合せ】
多度津町環境課
☎３３-４４２５
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【問合せ】 香川県子ども女性相談センター　☎０８７－８６２－８８６１
　　　　　 香川県西部子ども相談センター　☎０８７７－２４－３１７３

【問合せ】 多度津町税務課  資産税係　☎３３－１１１８

【問合せ・連絡先】 多度津町税務課  管理係　☎３３－１１１８

さとおやのさと 検 索検 索

　さまざまな事情で保護者の下で生活できない子どもたちが、家庭的な環境で健やかに成長するために、『里親
制度』があります。
　里親には、子どもが親元に帰るまで、または18歳になって独立するまでの期間を養育する「養育里親」（養育
期間は数週間～10数年）、養子縁組により養親となることを希望する「養子縁組里親」等があります。
　里親になるためには、特別な資格は必要ありませんが、心身ともに健康で子どもの養育に理解と熱意、愛情を
持っていること、経済的に困窮していないこと等が条件となります（事前審査や研修があります）。
　県内では、平成26年８月１日現在、43人の児童が26世帯の里親家庭で生活しています。
　事情があって親や家族と暮らせない子どもの大半は施設で暮らしています。里親家庭で暮らす子どもはまだま
だ少数です。子どもを家庭に迎え入れ、親身になって一緒に歩む『里親制度』にご理解とご協力をお願いします。
　里親制度の詳細を知りたい方や里親になりたい方は、お問い合わせください。

10月は『里親を求める運動』月間です。

口座振替は、納期限日に自動的にご指定の口座から税金が引き落としになる制度です。
口座振替をご利用になると、町税の納め忘れがなく便利です。
キャンペーン期間中にお申込みいただいた方を対象に、抽選で商品券が当たります！
この機会にぜひともお申込みください。
　【対 象 者】期間中に個人の該当する税金を口座振替に変更された方
　　　　　　　※固定資産税・都市計画税、町県民税、軽自動車税、国民健康保険税で、
　　　　　　　　申込み対象者が該当する税目（いづれかでも可）
　【当選賞品】町内商店で利用可能な 商品券１,０００円分
　【発送時期】12月中を予定（賞品の当選は発送をもってかえさせていただきます）
　【申込方法】①町役場税務課に直接来られる場合
　　　　　　　　口座番号と通帳印が必要です。
　　　　　　　②郵送で申込みされる場合
　　　　　　　　郵送用口座振替依頼書を送付しますので、税務課管理係までご連絡ください。
　　※通帳印等相違の場合は対象外になりますので、事前に金融機関でご確認をお願いします。
　　※抽選で100人を当選者とします。４月１日以降にお申込みをされている方は対象となっています。

町税の口座振替加入推進キャンペーン

里親制度を知っていますか
～温かい家庭を子どもに～

　土地の固定資産税は、登記簿記載の地積（登記地積）による課税が原則となって
いますが、多度津町では地籍調査後に地積の増加があった場合でも、税負担の急増
を抑えるため、固定資産税は調査前の地積で課税してきました。
　しかし、税負担の公平性などを総合的に考慮し、平成27年度の評価替えに伴い、
地籍調査後の登記地積による課税を行うこととしました。
　地籍調査の対象となった土地を所有している方については、課税面積が変わるこ
とで固定資産税の税額にも影響がある場合もありますので、ご理解のほどよろしく
お願いします。

平成２７年度から固定資産税の課税面積が、地籍調査後の面積に変わります。 『やさしいレシピ 家庭でつくる介護食講座』
楽ちん介護の食事編！食べる量が減ってしまった、噛む力や飲みこむ力が弱くなって
しまった方でも、簡単に美味しく食べられる食事のコツをプロに学べる講座です。
　【日　時】①講義  11月04日（火）／13時30分～16時
　　　　　　②調理  11月11日（火）／09時30分～13時
　【場　所】町民健康センター２階　クッキングルーム
　【講　師】みくりや倶楽部　吉岡 淳次 氏
　【定　員】30名（２日とも参加できる方優先、調理のみの参加は不可）
　※参加費無料。詳しくは回覧文書、社協ホームページをご覧ください。

【問合せ】
地域包括支援センター
  　   ☎３３-１１３８

第三日曜日に不燃ごみ・資源ごみを受け入れします。

平成26年10月19日より、毎月第三日曜日、
リサイクルプラザにて一般家庭の不燃ごみおよび資源ごみの受け入れを開始します。

●持ち込み場所／時間
　多度津町リサイクルプラザ ／ 毎月第三日曜日 午前８時～午前11時30分
●持ち込みができる品目
　◇不燃ごみ　※指定袋に入れてください
　◇資源ごみ　空かん（アルミ・スチール）・金属・布・牛乳パック、新聞紙・段ボール・雑誌・
　　　　　　　生きびん・駄ビン・ペットボトル・白色トレイ・廃食油・乾電池・蛍光管
●注意事項
　◇上記以外のごみ（可燃ごみ、粗大ごみ）は、持ち込みできません。
　◇町外の方、一般廃棄物収集運搬許可業者、事業所からの持ち込みはできません。
　◇持ち込みの際には、それぞれの品目に分別し、受付をしてから搬入してください。

【問合せ】
多度津町環境課
☎３３-４４２５
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保健だより ◎申込み・問合せは、保健センター（町民健康センター内）☎32－8500まで◎申込み・問合せは、保健センター（町民健康センター内）☎32－8500まで 10月の予定10月の予定
■ 保健センター行事予定

オータムジャンボ宝くじ『大きい秋が目の前に！』

■ 無料相談

■ 休館日

薬の添付文書（能書き）をよく読んでから使いま
しょう。正しい使用をしなければ、薬の効果が得
られなかったり、副作用が出ることがあります。

■ １０月１７日（金）～１０月２３日（木）は『薬と健康の週間』です！
　～ 私たちの健康を守るため、薬との上手な付き合い方を考えてみましょう ～

 国保加入者で、６～７月までに特
定健診を受診し、生活習慣の見直
しや改善が必要と思われる方へ
「特定保健指導」のご案内を送付
します。
　生活習慣を見直す絶好のチャン
スです！ぜひこの機会に教室を受
講され、ご自身の健康管理にお役
立てください。

  と　き ★ 10月19日（日）９時30分～14時（＊開場は、開会式終了後）
  ところ ★ 多度津町町民健康センター
今年のフェスタは「防災」情報が盛りだくさん！ぜひお越しください！
下記以外にも親子で楽しむ催し、献血、バザーやさくら餅の試食、各団体の活動店などがあります！

■ 特定保健指導を活用して脱・メタボ！！

●健康ウォーキング教室『町内を歩いて脂肪燃焼！』
　参加希望の方は、10月14日（火）までに保健センター
へお申し込みください（雨天中止）。
【日　時】10月20日(月)／９時30分～12時頃
　　　　　　　　　　　　集合９時20分 出発９時30分
【集合場所】町民健康センター
【コース】桜の森高原 → 桃陵公園
【持ち物】参加費100円、お茶、タオル
※動きやすい服装・履きなれた靴で参加してください。

健康づくりセミナー  ～健康生活を支援する教室～

■ 休日当番医

相談名

高齢者相談
（弁護士対応）

人権相談

行政相談

障がい者
生活支援相談

こころの
相談日

10月16日（木）
　10:30-12:00
電話予約をお願いします。

10月22日（水）
　10:00-15:00
電話予約をお願いします。

10月21日（火）
　10:00-15:00

10月21日（火）
　10:00-15:00

10月23日（木）
　13:30-16:30

10月16日（木）
　午後1時30分～午後4時

町民健康センター２階
社会福祉協議会
☎32-8501

福祉センター
☎33-1110／総務課

福祉センター
☎33-1110／総務課

交通事故相談 福祉センター
☎33-1110／総務課

身障者相談 10月17日（金）
　13:30-15:00

福祉センター
☎32-3063／田中公敏

福祉センター
☎33-4488／福祉保健課

福祉保健課（相談室）
☎33-4488／福祉保健課

職業相談会
（ハローワーク丸亀）

10月20日（月） 
　13:30-15:30 

福祉センター
☎33-1113／産業課

日　　時 場所・連絡先

※診療時間は午前９時から午後５時まで。都合で変更することが
　あります。当日の新聞でお確かめください。

柔道整復 10月12日  藤 木 接 骨 院（大通り）  ☎ 32-2663

老人健康施設

明徳会図書館

町民会館

温水プール

スポーツセンター

町立資料館

※『林求馬邸』の開館日は、10月５日（日）、11月２日（日）です。

４日、５日、11日、12日、13日、18日、19日、
25日、26日、11月１日、２日、３日
６日、13日、14日、17日～27日、31日、
11月３日、４日
７日、14日、21日、28日、
11月４日
７日、14日、21日、28日、
11月４日
６日、14日、20日、27日、
11月４日
６日、14日、20日、27日、
11月４日

加 藤 整 形 外 科
秋 山 医 院
三 宅 病 院
山 本 医 院
加 藤 病 院
嶋 田 耳 鼻 咽 喉 科
氏 家 内 科 医 院

（堀江１）
（仲ノ町）
（栄町２）
（大通り）
（ 寿 町 ）
（ 幸 町 ）
（ 京 町 ）

10月05日
10月12日
10月13日
10月19日
10月26日
11月02日
11月03日

☎ 32-8006
☎ 32-8326
☎ 32-2447
☎ 32-2809
☎ 33-2821
☎ 32-8711
☎ 32-2635

日曜日

のびのび広場
医師のこども相談
健康栄養相談

9:30-12:00
13:30-15:30
14:30-15:30

８日（水）

９日（木）

別館
健セ
高見

５歳児健診（四箇幼稚園） 9:00-16:30７日（火） 四幼

のびのび広場
町福祉保健推進員連絡協議会
　役員視察研修会

9:30-12:00
13:00-16:00１日（水）

別館
医療セ

３歳児健診 13:30-14:30 健セ

14日（火）１歳６か月児健診 13:30-14:30 健セ

17日（金）健康フェスタ準備 9:00-17:00 健セ

19日（日）
健康フェスタ２０１４ in たどつ
献血

9:30-14:00
10:00-15:00

健セ
健セ

６日（月）
健康栄養相談
健康栄養相談

10:00-11:30
13:00-14:30

本浦
長崎

３日（金）生活習慣病予防相談 13:30-15:00 白公

２日（木）
５歳児健診（白方幼稚園）
離乳食講習会

9:00-16:30
9:30-11:30

白幼
健セ

20日（月）健康づくりセミナー④ 9:30-12:00 桜の森

22日（水）
こども相談（要予約）
のびのび広場

9:00-16:00
9:30-12:00

健セ
別館

23日（木）乳幼児相談･ブックスタート 9:30-10:30 健セ

24日（金）
生活習慣病予防相談
生活習慣病予防相談

13:30-15:00
13:30-15:00

福セ
四公

28日（火）四箇福祉保健推進員会研修会 9:30-12:30 まんのう

29日（水）
多度津福祉保健推進員会研修会
豊原福祉保健推進員会研修会

9:30-12:30
13:30-15:00

まんのう
豊婦

30日（木）５歳児健診 13:30-16:30 健セ

21日（火）５歳児健診（豊原幼稚園） 9:00-16:30 豊幼

15日（水）親子ふれあい広場 10:00-12:00 別館
16日（木）ことばの相談（要予約） 9:00-11:00 健セ

10日（金）生活習慣病予防相談 13:30-15:00 豊婦

18日（土）健康フェスタ準備 9:00-17:00 健セ

行　　　事 時　間 場所

別館＝別館ピーチ／医療セ＝四国こどもとおとなの医療センター他／
健セ＝保健センター／まんのう＝国営まんのう公園／白公＝白方地区公
民館／本浦＝佐柳本浦住民会館／長崎＝佐柳長崎いこいの家／高見＝
高見いこいの家／豊婦＝豊原農村婦人の家／桜の森＝桜の森高原他
／福セ＝福祉センター／四公＝四箇地区公民館 

離乳食講習会（平成26年５～６月生まれ）、３歳児健診（平成23年３月
生まれ）､１歳６か月児健診（平成25年２～３月生まれ）、乳幼児相談
（平成25年12月生まれの乳児と幼児）

納期限
10月31日（金） 町県民税 

国民健康保険税・介護保険料 
後期高齢者医療保険料 

３期
３期
４期

対象税目 期　別
■ 納税・納付

つくろう健康　守ろう笑顔つくろう健康　守ろう笑顔

健康フェスタ2014 in たどつ健康フェスタ2014 in たどつ

■

●用法・用量を正しく守りましょう！
薬の副作用や重複を避けるために「お薬手帳」を
持ちましょう。災害時や非常時にもお薬手帳があ
れば、飲みなれた薬をもらうことができます。

●お薬手帳を持ちましょう！

いつも薬を調剤してもらう「かかりつけ薬局」を
持つことで、薬の飲み合わせや重複を薬剤師に確
認してもらえ、安心して薬を利用できます。

・医師による健康相談（午前のみ）
・歯科医の歯科検診・歯科相談
　　　　　　　　　　（午前のみ）
・フッ素塗布・ブラッシング指導
・お薬相談

●かかりつけ薬局を持ちましょう！
・乳幼児や子どもの手の届かない場所に保管しま
　しょう。
・他の容器に入れ替えてはいけません。
・使用期限の過ぎた薬や見た目に異常のある薬は
　捨てましょう。

●薬は正しく保管しましょう！

開会式で
多中吹奏楽部の
演奏があるよ♪

相談

・応急処置の実技
・防災クイズ
・備蓄食材活用メニューの試食
・日頃の習慣があなたを守る！
・胃・肺がん検診車展示・見学
・多中生考案の朝食メニューの展示  など

体験
展示

・骨密度測定（要予約・下記参照）
・足の裏健康度測定
・肌年齢・血管年齢測定
・ミニ体力測定
・血圧血流測定　　　　　　など

○骨密度測定は予約制です○
　 【予 約 受 付】10月14日（火）～

10月17日（金）先着120名　　
　 【自己負担金】無料
　 【申　込　み】保健センター  ☎32-8500

健康
チェック
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保健だより ◎申込み・問合せは、保健センター（町民健康センター内）☎32－8500まで◎申込み・問合せは、保健センター（町民健康センター内）☎32－8500まで 10月の予定10月の予定
■ 保健センター行事予定

オータムジャンボ宝くじ『大きい秋が目の前に！』

■ 無料相談

■ 休館日

薬の添付文書（能書き）をよく読んでから使いま
しょう。正しい使用をしなければ、薬の効果が得
られなかったり、副作用が出ることがあります。

■ １０月１７日（金）～１０月２３日（木）は『薬と健康の週間』です！
　～ 私たちの健康を守るため、薬との上手な付き合い方を考えてみましょう ～

 国保加入者で、６～７月までに特
定健診を受診し、生活習慣の見直
しや改善が必要と思われる方へ
「特定保健指導」のご案内を送付
します。
　生活習慣を見直す絶好のチャン
スです！ぜひこの機会に教室を受
講され、ご自身の健康管理にお役
立てください。

  と　き ★ 10月19日（日）９時30分～14時（＊開場は、開会式終了後）
  ところ ★ 多度津町町民健康センター
今年のフェスタは「防災」情報が盛りだくさん！ぜひお越しください！
下記以外にも親子で楽しむ催し、献血、バザーやさくら餅の試食、各団体の活動店などがあります！

■ 特定保健指導を活用して脱・メタボ！！

●健康ウォーキング教室『町内を歩いて脂肪燃焼！』
　参加希望の方は、10月14日（火）までに保健センター
へお申し込みください（雨天中止）。
【日　時】10月20日(月)／９時30分～12時頃
　　　　　　　　　　　　集合９時20分 出発９時30分
【集合場所】町民健康センター
【コース】桜の森高原 → 桃陵公園
【持ち物】参加費100円、お茶、タオル
※動きやすい服装・履きなれた靴で参加してください。

健康づくりセミナー  ～健康生活を支援する教室～

■ 休日当番医

相談名

高齢者相談
（弁護士対応）

人権相談

行政相談

障がい者
生活支援相談

こころの
相談日

10月16日（木）
　10:30-12:00
電話予約をお願いします。

10月22日（水）
　10:00-15:00
電話予約をお願いします。

10月21日（火）
　10:00-15:00

10月21日（火）
　10:00-15:00

10月23日（木）
　13:30-16:30

10月16日（木）
　午後1時30分～午後4時

町民健康センター２階
社会福祉協議会
☎32-8501

福祉センター
☎33-1110／総務課

福祉センター
☎33-1110／総務課

交通事故相談 福祉センター
☎33-1110／総務課

身障者相談 10月17日（金）
　13:30-15:00

福祉センター
☎32-3063／田中公敏

福祉センター
☎33-4488／福祉保健課

福祉保健課（相談室）
☎33-4488／福祉保健課

職業相談会
（ハローワーク丸亀）

10月20日（月） 
　13:30-15:30 

福祉センター
☎33-1113／産業課

日　　時 場所・連絡先

※診療時間は午前９時から午後５時まで。都合で変更することが
　あります。当日の新聞でお確かめください。

柔道整復 10月12日  藤 木 接 骨 院（大通り）  ☎ 32-2663

老人健康施設

明徳会図書館

町民会館

温水プール

スポーツセンター

町立資料館

※『林求馬邸』の開館日は、10月５日（日）、11月２日（日）です。

４日、５日、11日、12日、13日、18日、19日、
25日、26日、11月１日、２日、３日
６日、13日、14日、17日～27日、31日、
11月３日、４日
７日、14日、21日、28日、
11月４日
７日、14日、21日、28日、
11月４日
６日、14日、20日、27日、
11月４日
６日、14日、20日、27日、
11月４日

加 藤 整 形 外 科
秋 山 医 院
三 宅 病 院
山 本 医 院
加 藤 病 院
嶋 田 耳 鼻 咽 喉 科
氏 家 内 科 医 院

（堀江１）
（仲ノ町）
（栄町２）
（大通り）
（ 寿 町 ）
（ 幸 町 ）
（ 京 町 ）

10月05日
10月12日
10月13日
10月19日
10月26日
11月02日
11月03日

☎ 32-8006
☎ 32-8326
☎ 32-2447
☎ 32-2809
☎ 33-2821
☎ 32-8711
☎ 32-2635

日曜日

のびのび広場
医師のこども相談
健康栄養相談

9:30-12:00
13:30-15:30
14:30-15:30

８日（水）

９日（木）

別館
健セ
高見

５歳児健診（四箇幼稚園） 9:00-16:30７日（火） 四幼

のびのび広場
町福祉保健推進員連絡協議会
　役員視察研修会

9:30-12:00
13:00-16:00１日（水）

別館
医療セ

３歳児健診 13:30-14:30 健セ

14日（火）１歳６か月児健診 13:30-14:30 健セ

17日（金）健康フェスタ準備 9:00-17:00 健セ

19日（日）
健康フェスタ２０１４ in たどつ
献血

9:30-14:00
10:00-15:00

健セ
健セ

６日（月）
健康栄養相談
健康栄養相談

10:00-11:30
13:00-14:30

本浦
長崎

３日（金）生活習慣病予防相談 13:30-15:00 白公

２日（木）
５歳児健診（白方幼稚園）
離乳食講習会

9:00-16:30
9:30-11:30

白幼
健セ

20日（月）健康づくりセミナー④ 9:30-12:00 桜の森

22日（水）
こども相談（要予約）
のびのび広場

9:00-16:00
9:30-12:00

健セ
別館

23日（木）乳幼児相談･ブックスタート 9:30-10:30 健セ

24日（金）
生活習慣病予防相談
生活習慣病予防相談

13:30-15:00
13:30-15:00

福セ
四公

28日（火）四箇福祉保健推進員会研修会 9:30-12:30 まんのう

29日（水）
多度津福祉保健推進員会研修会
豊原福祉保健推進員会研修会

9:30-12:30
13:30-15:00

まんのう
豊婦

30日（木）５歳児健診 13:30-16:30 健セ

21日（火）５歳児健診（豊原幼稚園） 9:00-16:30 豊幼

15日（水）親子ふれあい広場 10:00-12:00 別館
16日（木）ことばの相談（要予約） 9:00-11:00 健セ

10日（金）生活習慣病予防相談 13:30-15:00 豊婦

18日（土）健康フェスタ準備 9:00-17:00 健セ

行　　　事 時　間 場所

別館＝別館ピーチ／医療セ＝四国こどもとおとなの医療センター他／
健セ＝保健センター／まんのう＝国営まんのう公園／白公＝白方地区公
民館／本浦＝佐柳本浦住民会館／長崎＝佐柳長崎いこいの家／高見＝
高見いこいの家／豊婦＝豊原農村婦人の家／桜の森＝桜の森高原他
／福セ＝福祉センター／四公＝四箇地区公民館 

離乳食講習会（平成26年５～６月生まれ）、３歳児健診（平成23年３月
生まれ）､１歳６か月児健診（平成25年２～３月生まれ）、乳幼児相談
（平成25年12月生まれの乳児と幼児）

納期限
10月31日（金） 町県民税 

国民健康保険税・介護保険料 
後期高齢者医療保険料 

３期
３期
４期

対象税目 期　別
■ 納税・納付

つくろう健康　守ろう笑顔つくろう健康　守ろう笑顔

健康フェスタ2014 in たどつ健康フェスタ2014 in たどつ

■

●用法・用量を正しく守りましょう！
薬の副作用や重複を避けるために「お薬手帳」を
持ちましょう。災害時や非常時にもお薬手帳があ
れば、飲みなれた薬をもらうことができます。

●お薬手帳を持ちましょう！

いつも薬を調剤してもらう「かかりつけ薬局」を
持つことで、薬の飲み合わせや重複を薬剤師に確
認してもらえ、安心して薬を利用できます。

・医師による健康相談（午前のみ）
・歯科医の歯科検診・歯科相談
　　　　　　　　　　（午前のみ）
・フッ素塗布・ブラッシング指導
・お薬相談

●かかりつけ薬局を持ちましょう！
・乳幼児や子どもの手の届かない場所に保管しま
　しょう。
・他の容器に入れ替えてはいけません。
・使用期限の過ぎた薬や見た目に異常のある薬は
　捨てましょう。

●薬は正しく保管しましょう！

開会式で
多中吹奏楽部の
演奏があるよ♪

相談

・応急処置の実技
・防災クイズ
・備蓄食材活用メニューの試食
・日頃の習慣があなたを守る！
・胃・肺がん検診車展示・見学
・多中生考案の朝食メニューの展示  など

体験
展示

・骨密度測定（要予約・下記参照）
・足の裏健康度測定
・肌年齢・血管年齢測定
・ミニ体力測定
・血圧血流測定　　　　　　など

○骨密度測定は予約制です○
　 【予 約 受 付】10月14日（火）～

10月17日（金）先着120名　　
　 【自己負担金】無料
　 【申　込　み】保健センター  ☎32-8500

健康
チェック
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●広告募集
   多度津町では、新しい財源確保と地域の活性化のため、
 広報に掲載する広告を募集しています。
 【問合せ】多度津町 町長公室   ☎33-1115

◎お問い合わせ：町立明徳会図書館  ☎32－3246◎お問い合わせ：町立明徳会図書館  ☎32－3246

町の人口
（9月１日現在 常住人口）

人　口
男
女
世帯数

（＋04）
（＋07）
（－03）
（＋09）

23 ,060 人
人
人
世帯

11 ,409
11 , 651
9 , 341

（関連記事・・・・・７Ｐ）

●『南鴨念仏踊』

10
2014

No.683

たどつ子ども議会
予防接種のお知らせ
文化教養・スポーツ
親切・人権
まちかどズーム
お知らせ・募集
10月の予定
保健だより
図書館だより
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◇ 本のリサイクル市 無料！◇

■『私のお奨め』 ～リレー寄稿 第18回～

桑田 勝司（日の出町）

森村 誠一・著

　健康に生きるとは、一度限り
の人生を積極的に生きるか、そ
れなりに生きるかのどちらかを
選ぶことである。人生二毛作、
定年までは定年後の生活の練習
期間、定年後が本番である。然
しながら心身共に「老い」を意
識せずにはいられない。だから
こそ定年後は「健康に生きる」
と云う覚悟が必要である。と、
著者は語る。

　若者が大志を抱くのは当たり前である。しかし、
経験豊かなシニアは自分の可能性を追い求めよう。
Old man, Be Ambitious　シニアよ、「新しき道を進
め」夢を見るだけでなく、実際に動いてみる事が大
切です。長い会社生活から解放された今、自分にで
きる事を、できる範囲で、できる時に、自発的にや
ってこそ自分なりの花が咲くと思う。しかし、人生
後半は多くの人達に支えられている人生である事も
忘れてはならない。
　著者が語る『今が一番若い』と云う気持ちで毎日
を過ごす事が最も大切であると思う。一読をお薦め
します。

　★おはなし会『ひまわり』
　　１０月１１日（土）　１４時～１４時３０分
　★おはなし会『ライブラリーこぐま』
　　１０月１５日（水）　１４時３０分～１５時

■10月の行事

　１０月１７日（金）～２７日（月）は、
　図書の整理のため、休館します。　
　☆ お手伝いいただけるボランティアさん大募集！☆

　お気軽に図書館カウンターまでお申し出ください♪

【日 時】１１月２日（日）　１３時～
【場 所】多度津小学校体育館・北側廊下
「第57回多度津町芸術展」の協賛事業として開催します。
　皆さまのご来場をお待ちしています♪

■臨時休館のお知らせ

　◎新着図書・寄贈本　・・・・・・・・　２０１冊
　◎入館者数　・・・・・・・・・・　５，０１７人
　◎貸出図書数　・・・・・・・・・　８，６９４冊
　◎新規図書利用カード作成者数・・・・・　５３人

■８月の図書館利用状況

■『第68回 読書週間』

■『本もったいない市』のご案内

』『健康に生きる覚悟
　「読書週間」は、読書の楽しさを訴えることで、すべての世
代の人たちに本に親しむ “ きっかけ ” を！という運動です。
まず、本を手にとって、めくってみて♪
ワクワクした気持ちを 大切に！ 『秋』一冊の本を！！


